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メコノプシス・プラッティ
四川省西部塔公の北　標高 3760m

　

チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
夏
の
天
候
は
変
わ
り
や
す

い
。
朝
、
折
多
山
峠
で
Ｍ
・
ヘ
ン
リ
ッ
キ
を
撮

影
し
た
時
は
薄
曇
だ
っ
た
が
、
北
へ
向
か
い
康

定
空
港
を
過
ぎ
る
と
き
は
雨
、
そ
れ
も
白
い
も

の
が
混
じ
っ
て
い
た
。
大
き
な
寺
院
の
あ
る
塔

公
（
タ
ー
ゴ
ン
）
の
街
に
近
づ
く
と
夏
空
が
広

が
り
、
野
原
で
は
チ
ベ
ッ
ト
族
の
結
婚
式
が
行

わ
れ
て
い
た
。
塔
公
で
昼
食
を
食
べ
て
い
る
間

は
雨
だ
っ
た
が
、
外
へ
出
る
と
晴
れ
上
が
り
虹

が
か
か
っ
て
い
た
。
チ
ベ
ッ
ト
族
が
被
る
フ
ェ

ル
ト
帽
は
晴
雨
兼
用
で
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

天
候
に
適
し
た
も
の
だ
。

　

こ
の
時
は
黄
色
い
ア
ヤ
メ
を
求
め
て
道
孚（
ダ

ウ
）
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
塔
公
の
街
を
出
て

す
ぐ
道
路
わ
き
の
崖
の
上
に
青
い
花
を
見
る
。

少
し
先
の
路
肩
に
停
車
し
、
崖
を
よ
じ
登
っ
て

み
る
と
…
青
い
ケ
シ
、
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
プ
ラ
ッ

テ
ィ
だ
っ
た
。
こ
の
花
も
チ
ベ
ッ
ト
の
天
候
と

同
様
、
青
い
ケ
シ
の
中
で
分
類
が
コ
ロ
コ
ロ
と

変
わ
っ
て
い
る
。
最
初
に
報
告
さ
れ
た
と
き
は

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
Ｍ
・
シ
ヌ
ア
ー
タ
（
ブ
ー
タ
ン
編

２
０
１
８
年
８
月
掲
載
）
の
変
種
と
見
な
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
も
四
川
省
の
北
部
に
咲
く
Ｍ
・

ラ
ケ
モ
サ
や
雲
南
省
の
Ｍ
・
ル
デ
ィ
ス
に
分
類
さ

れ
た
り
し
た
。
分
布
が
こ
れ
ら
の
花
々
の
中
間
域

に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
立
ち
姿
の
凛り

り々

し
さ

か
ら
独
立
種
と
し
て
の
気
品
が
感
じ
ら
れ
る
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─四川省編⑫─
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甲ケ山
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烏
からす

ケ
が

山
せ ん

甲
かぶと

ケ
が

山
せ ん

鳥取

鳥取

　

甲
ケ
山
（
１
３
３
８

ｍ
）
は
大
山
山
塊
に
あ

る
奇
峰
で
あ
る
。

　

１０
月
末
に
松
江
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
１３
名

で
、
大
山
の
北
西
、
川

床
か
ら
北
東
の
大
休
峠
、
矢
筈
ケ
山
を
経

て
甲
ケ
山
ま
で
往
復
し
た
。
山
頂
で
は「
ゴ

ジ
ラ
の
背
」
と
い
う
ス
リ
ル
あ
る
岩
場
に

戯
れ
た
。

　

こ
の
写
真
は
、
小
矢
筈
の
岩
場
か
ら
眺

め
た
甲
ケ
山
だ
。
岩
峰
を
彩
る
紅
葉
が
鮮

や
か
で
、
し
ば
し
見
惚
れ
た
。
し
か
し
、

秋
の
日
は
短
く
、
帰
路
は
日
が
落
ち
て
下

山
は
日
没
と
な
っ
た
。
全
員
が
ん
ば
っ
て

ゴ
ー
ル
し
た
。

（
山
行
２
０
０
７
年
１０
月
２８
日
）

　

夕
暮
れ
の
大
山
の
紅
葉

と
夕
日
を
浴
び
る
烏
ケ
山

（
１
４
４
８
ｍ
）
で
あ
る
。
烏

ケ
山
は
大
山
山
塊
で
随
一
の

岩
峰
で
あ
る
。

 

大
休
峠
か
ら
親
指
ピ
ー
ク
を

越
え
て
振
子
山
に
至
り
、
山
肌
の
紅
葉
が
美
し

い
夕
暮
れ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
近
く
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
小
屋
で
宿
泊
し
、
満
天
の
星
空
を
満
喫

し
た
。
翌
朝
は
美
し
い
御
来
光
を
拝
み
、
日
本

海
に
向
か
っ
て
伸
び
る
雄
大
な
影
大
山
に
感
動

し
た
。　  　
　
（
山
行
２
０
１
２
年
１０
月
１９
日
）

藤
井
諭　
松
江
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
／
島
根

大
山
・
2
山

およそ 1km

健康の森
遊歩道入り口へ

烏ケ山
1448

休暇村
奥大山へ

大休峠
振子山
1452

剣ケ峰
1729

ユートピア
避難小屋

大山寺へ

大山

川床へ
矢筈ケ山

1358
小矢筈

甲ケ山
1338

鳥ケ山
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大
お お

屋
や

山
さ ん

群馬

椛澤初男
前橋ハイキングクラブ／群馬

　

西
上
州
の
山
々
は

岩
山
が
多
い
の
で
、

紅
葉
も
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、「
群
馬

県
民
ハ
イ
ク
」
が
恒

例
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ー
ス
は
毎
年
約
１０
ル
ー
ト
く
ら
い

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
大
屋
山

（
１
０
８
０
・
７
ｍ
）
に
参
加
し
た
。

　

大
屋
山
は
桃
源
郷
と
も
言
わ
れ
る

別
世
界
で
、
東
方
の
蓼
沼
集
落
の
一

軒
家
の
前
に
登
山
口
が
あ
る
が
、
今

は
無
住
な
の
が
残
念
で
あ
る
。
周
囲
は

既
に
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
紅
葉
、
こ

の
先
期
待
で
胸
が
膨
ら
む
。
山
頂
を

通
り
過
ぎ
て
１０
分
ほ
ど
、
展
望
岩
か

ら
見
渡
す
と
、
山
の
頂
稜
部
の
み
既

に
紅
葉
の
終
わ
り
を
迎
え
て
い
た
が
、

他
は
惜
し
げ
も
無
く
素
晴
ら
し
い
パ

ノ
ラ
マ
を
見
せ
て
く
れ
た
。

（
山
行
２
０
１
６
年
１１
月
１３
日
）

荒船山
1423

大屋山
1080.7

蓼沼

南牧川

底
瀬
川

至 佐久穂 至 下仁田

富士浅間山
899

およそ 1km
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志
し

津
づ

倉
く ら

山
や ま

福島

小山正吉
郡山勤労者山岳会／福島

　

会
津
の
山
は
、
ど

こ
も
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ト
チ
な
ど
の
広

葉
樹
の
原
生
林
に
覆

わ
れ
、
春
は
一
斉
に

萌
黄
色
に
芽
吹
き
、

秋
に
は
み
ご
と
な
紅

葉
に
彩
ら
れ
る
。
雪
深
い
会
津
の
山

は
雪
崩
で
磨
か
れ
た
ス
ラ
ブ
状
の
岩

場
が
多
く
、
秋
に
は
岩
と
広
葉
樹
の

黄
色
、
針
葉
樹
の
緑
、
そ
の
な
か
に
ウ

ル
シ
や
ツ
ツ
ジ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
赤
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

　

志
津
倉
山
（
１
２
３
４
ｍ
）
は
、

途
中
に
ス
ラ
ブ
状
の
雨
乞
岩
が
あ
り
、

岩
と
周
囲
の
紅
葉
に
圧
倒
さ
れ
る
。
さ

ら
に
上
部
に
は
、
屏
風
岩
を
見
な
が

ら
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
坂
と
急
登
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
過
ぎ
る
と
な
だ
ら
か
な
紅
葉

林
と
な
り
、
秋
に
な
る
と
心
惹ひ

か
れ

る
魅
力
的
な
山
だ
。

（
山
行
２
０
１
２
年
１０
月
２２
日
）

屏風岩

雨乞岩

雨乞岩の上部

シャクナゲ坂

およそ 2.5km

只見川
R257

R400

志津倉山
博士山

明神ケ岳
至  会津若松市

1234
R401

沼沢沼

金山町

大沢

会津宮下

柳津町
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21

ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
再
挑
戦
5

苦
闘
の
登
頂　

不
本
意
な
下
山

よ
う
な
靴
幅
程
度
の
薄
い
氷
雪
壁
最

上
端
を
数
ｍ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
向
こ

う
側
の
厚
い
雪
壁
に
移
り
一
安
心
。

　

雪
壁
を
巻
き
終
わ
る
と
一
転
、
や

せ
細
っ
た
岩
稜
と
な
る
が
、
す
ぐ
右

下
を
走
る
バ
ン
ド
を
通
過
で
き
た
。

　

急
な
細
い
雪
稜
に
な
り
、
Ｃ
３
は

ま
だ
か
と
思
い
つ
つ
登
る
と
、
突
然

右
に
テ
ン
ト
が
見
え
た
。
Ｃ
３（
Ｃ
２
・

７
）
で
あ
る
。
旧
来
の
Ｃ
３
は
氷
壁

崩
壊
直
撃
の
危
険
が
あ
り
（
過
去
に

事
故
例
あ
り
）、
最
近
は
こ
こ
が
最
終

キ
ャ
ン
プ
に
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
、

南
西
稜
の
急
峻
な
側
面
に
奇
跡
の
よ

う
に
雪
棚
が
整
地
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
２
か
ら
の
高
度
差
は
３
０
０
ｍ

程
度
し
か
な
い
が
、
予
想
以
上
に
時

間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。
出
発
直
前

の
絶
食
が
堪
え
て
い
る
の
も
確
か
だ

が
、
根
本
は
や
は
り
年
齢
か
ら
く
る

体
力
低
下
だ
ろ
う
。

　

２３
日
、
短
い
眠
り
を
終
え
、
２
時

１５
分
に
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
頼
り
に
出

発
。
昨
日
の
続
き
の
急
な
雪
稜
を
し

ば
し
た
ど
る
と
元
来
の
Ｃ
３
地
だ
と

い
う
や
や
緩
い
場
所
に
出
た
。

　

さ
ら
に
少
し
進
む
と
尾
根
状
は
消

　

こ
の
先
は
氷
雪
要
素
が
優
勢
に
な

る
の
で
、
高
所
靴
を
履
き
、
ア
イ
ゼ

ン
も
着
け
て
Ｃ
２
を
出
る
（
※
１
）。

　

す
ぐ
先
の
小
コ
ル
に
下
っ
て
か
ら

稜
右
手
の
バ
ン
ド
状
雪
壁
を

登
高
。
次
い
で
岩
場
の
短
い

横
断
か
ら
数
ｍ
下
降
す
る
と
、

難
所
の
一
つ
、グ
レ
イ
タ
ワ
ー

と
呼
ば
れ
る
垂
直
の
凹
状
壁

の
基
部
に
立
つ
。

　

こ
こ
で
は
垂
壁
の
ユ
マ
ー

リ
ン
グ
登
攀
で
腕
力
を
消
耗

さ
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
先
は
雪
壁
を
徐
々
に

西
壁
側
へ
と
回
り
込
む
よ
う

に
左
上
。

　

や
が
て
行
手
は
岩
の
垂
壁

に
遮
ら
れ
、
左
へ
ト
ラ
バ
ー

ス
。
さ
ら
に
ロ
ー
プ
を
手
掛

か
り
に
数
歩
下
降
後
、
崩
れ

な
い
か
と
心
配
さ
せ
ら
れ
る

 

　

１１
月
２２
日
、
今
日
は
私
の
７８

歳
の
誕
生
日
。
本
来
は
今
日
登

頂
す
べ
く
日
程
を
組
ん
で
い
た

の
だ
が
…
。

え
て
行
手
は
氷
の
壁
に
変
わ
る
。
ア

マ
ダ
ブ
ラ
ム
を
特
徴
づ
け
る
ヒ
マ
ラ

ヤ
襞
の
頂
上
氷
壁
に
入
っ
た
の
だ
。

　

高
度
が
上
が
っ
た
中
、
ス
テ
ッ
プ
の

段
差
も
大
き
く
、
激
し
い
呼
吸
を
要
す

る
苦
し
い
登
攀
が
続
く
。

　

い
つ
し
か
空
が
明
る
ん
で
き
た
中
、

登
高
速
度
は
上
が
ら
ぬ
も
の
の
、
じ
り

じ
り
と
高
度
を
稼
ぐ
。

　

残
す
所
２
０
０
ｍ
辺
り
ま
で
登
っ
て

来
た
が
仰
ぐ
頂
上
は
体
感
的
に
は
ま
だ

大
分
遠
い
。
こ
こ
で
随
行
の
ア
シ
ス
が

「
酸
素
使
い
ま
す
か
」
と
問
う
て
き
た
。

私
の
歳
を
考
慮
し
て
担
ぎ
上
げ
て
く
れ

て
い
る
酸
素
だ
が
、
私
と
し
て
は
使
わ

な
け
れ
ば
登
れ
な
い
よ
う
な
ら
登
頂
を

諦
め
る
つ
も
り
で
い
た
。
事
実
、
こ
の

出発してすぐ、C2 を振り返る

C2.7 手前の岩稜帯

※ 1　既述のように C2 地は狭く、泊まれずに登頂断念する実例もある。C3 も事情は類似で、体力のあるクライマーは
C1 から C3 へ直行、あるいは C2 から直接登頂を狙う例もある。
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ま
ま
登
高
を
続
け
て
も
登
頂
は
出
来

る
。
だ
が
、
下
山
の
こ
と
を
考
え
る

と
酸
素
を
用
い
て
登
頂
を
早
め
た
ほ

う
が
確
か
に
得
策
だ
ろ
う
。
不
本
意

な
が
ら
も
酸
素
使
用
に
切
り
替
え
る

こ
と
に
し
た
。
も
っ
と
も
蓄
積
疲
労

の
故
か
、
実
感
は
さ
ほ
ど
楽
に
な
ら

な
か
っ
た
が
。

　

９
時
４５
分
、
待
望
の
山
頂
に
立
つ
。

先
着
し
て
い
た
圭
子
が
迎
え
て
く
れ

る
。
ベ
タ
張
り
ロ
ー
プ
へ
の
感
謝
と

共
に
、
半
世
紀
余
も
昔
に
初
登
し
た

Ｎ
Ｚ
隊
へ
の
敬
意
も
湧
く
（
※
２
）。

　

一
気
に
北
方
の
眺
め
が
広
が
り
、

イ
ム
ジ
ャ
谷
越
し
に
ロ
ー
ツ
ェ
、
そ

の
左
背
後
に
こ
こ
よ
り
２
０
０
０
ｍ

高
い
エ
ベ
レ
ス
ト
が
聳
え
て
い
る
。

　

３０
分
余
り
滞
頂
し
た
後
、
下
降
に
移

る
。
私
は
過
激
呼
吸
で
多
少
視
力
低

下
が
起
き
て
い
た
う
え
に
筋
力
も
相

当
消
耗
し
た
感
じ
で
、
時
間
を
費
や

す
。
ア
シ
ス
の
好
サ
ポ
ー
ト
を
得
な

が
ら
日
没
と
競
争
す
る
よ
う
に
下
っ

て
１７
時
に
Ｃ
３
に
帰
着
し
た
。

　

固
定
ロ
ー
プ
も
あ
る
の
で
、
Ｂ
Ｃ

へ
の
下
山
時
に
致
命
的
事
態
に
な
る

こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、
こ
の
調
子
で

は
余
裕
の
あ
る
下
山
は
難
し
い
と
判

断
し
、
無
念
だ
が
ヘ
リ
搬
送
依
頼
を

決
断
。
遭
対
基
金
の
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

２４
日
、
幸
い
今
日
も
晴
天
（
※
3
）。

一
晩
寝
た
ら
体
調
は
大
分
回
復
し
た

感
じ
だ
が
、
早
朝
ヘ
リ
飛
来
。
ホ
バ

リ
ン
グ
す
る
機
に
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
ら

れ
て
離
陸
し
、
Ｂ
Ｃ
で
機
内
に
収
容
。

カ
ト
マ
ン
ズ
の
病
院
に
直
送
さ
れ
て

各
種
健
康
検
査
を
受
け
た
が
、
幸
い

高
度
に
よ
る
後
遺
症
は
な
く
、
翌
日

退
院
。

　

一
方
、
圭
子
と
Ｈ
Ａ
Ｗ
達
は
１
日

で
一
気
に
Ｂ
Ｃ
に
下
り
、
２５
日
ヘ
リ
と

定
期
便
乗
り
継
ぎ
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰

着
。
私
よ
り
は
大
分
若
い
と
は
言
え
、

６０
代
後
半
の
妻
の
強
さ
に
は
脱
帽
あ

る
の
み
だ
。　
　
　
　
（
本
編
お
わ
り
）

アマダブラム山頂（6841m）
にて。後方はローツェ（851
6m）、エベレスト（8848m）

ヒマラヤ襞の頂上氷壁。頂上直下と下方に蟻のようなクライマーの姿あり（2015 年 BC から望遠で仰ぐ）

※ 2　ロープ頼りの登山にとやかく言う向きもあろうが、挑めば分かる。登り方によって達成感に差はあれど、この山の天辺に立っ
たクライマーは例外なく大きな満足感を得ることに疑いはない。

※ 3　山中でも WiFi が通じる所ではスマホで 1 週間程度先までの局地気象情報が得られ、乾季ということもあってか比較的的中した。
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ブ
ナ
に
代
表
さ
れ
る
白
神
の
森
に
数

千
回
目
の
秋
が
来
る
。
ど
こ
も
か
し
こ

も
黄
色
く
染
ま
る
季
節
。
樹
種
や
日
当

た
り
、
染
ま
る
ス
ピ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ

て
同
じ
黄
色
は
存
在
し
な
い
。
何
万
、

何
億
種
類
も
の
黄
色
が
辺
り
を
埋
め
尽

く
す
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
紅
葉
も
あ
る

が
、
私
は
黄
葉
派
。

　

ブ
ナ
、
カ
ツ
ラ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
な
ど
、
黄
葉
す
る
樹

木
は
色
々
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て

特
に
鮮
や
か
な
黄
色
を
見
せ
て
く
れ
る

の
が
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
と
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ

デ
（
赤
く
な
る
場
合
も
あ
る
が
）
な
ど

の
モ
ミ
ジ
の
仲
間
だ
ろ
う
。
と
い
う
か
、

モ
ミ
ジ
は
紅
葉
の
代
表
選
手
で
も
あ
る

か
ら
、
そ
れ
は
や
は
り
秋
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
な
の
だ
。
今
回
は
ブ
ナ
か
ら

少
し
離
れ
て
、
圧
倒
的
な
黄
葉
の
話
を

し
た
い
。

　

と
て
も
澄
ん
だ
青
空
の
下
、
カ
サ
カ

サ
と
乾
い
た
落
ち
葉
を
踏
み
な
が
ら
歩

く
秋
の
日
は
、
間
も
な
く

落
葉
か
ら
降
雪
へ
と
進
み

行
く
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
上

な
く
貴
重
な
時
間
と
い
え
る
。

　

こ
の
日
、
気
温
は
午
後
２
時
ち
か
く

で
も
１５
℃
く
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
か
。
汗

も
か
か
ず
、
吸
い
込
む
空
気
の
冷
た
さ

が
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
行
く
と
、
大
き
な
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の

枝
分
か
れ
し
た
影
が
黄
色
に
輝
く
前
方

に
映
っ
て
い
た
。
雲
は
一
つ
も
な
い
。

も
う
少
し
影
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
待

つ
こ
と
に
し
た
。
７
、
８
年
前
に
止
め

た
タ
バ
コ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

た
。
ど
ん
な
待
ち
時
間
も
タ
バ
コ
に
火

を
つ
け
て
い
た
か
ら
。
４０
分
ほ
ど
待
つ

と
、
い
よ
い
よ
黄
葉
は
輝
き
、
イ
タ
ヤ

の
影
が
濃
く
な
っ
た
。
三
脚
に
し
っ
か

り
と
カ
メ
ラ
を
固
定
し
、
手
振
れ
防
止

の
た
め
に
セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
を
使
用
し

て
パ
シ
ャ
リ
。
い
い
一
日
だ
っ
た
。

│第 38 回│

黄色輝く

8



C O N T E N T S

　

表
紙
の
木
版
画　

杉
山
修

　
「
槍
ヶ
岳
、天
狗
の
庭
」

　

例
年
9
月
下
旬
、
槍
沢
か
ら
一
段
上
が
っ
た
所
に
あ
る

　

天
狗
の
庭
の
周
辺
は
見
事
な
紅
葉
に
な
る
。

　

岳
樺
の
黄
色
、
ハ
イ
マ
ツ
の
深
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。

　

夏
に
は
雪
渓
の
下
に
隠
れ
て
い
た
小
さ
な
池
が
現
れ
て
、

　

風
の
な
い
日
に
は
逆
さ
槍
ヶ
岳
が
投
影
し
て
、

　

眺
め
て
い
る
と
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
。　

松永秀和

藤井諭
椛澤初男
小山正吉

近藤和美

原田勇成

武井真理

殿平厚彦

北島英明

鈴木貫太

大蔵喜福

野尻英一

片山博之

村松孝一

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

水田哲生

　笹原芳樹

01　連載　中国の青いケシ探訪記

02　岩峰に映える紅葉の山々
　　　大山・2山
　　　大屋山
　　　志津倉山

06　連載　NO LIMIT　限りなき山行
08　連載　白神便り
10　ふみあと　「労山の 60 年」に学んで新たな登山文化を創りだそう

11　連載　子づれ山さんぽ

12　連載　北海道の山と谷
14　連載　無くしたい行方不明・死亡事故シリーズ

16　連載　労山創立 60 周年に寄せて

18　連載　アドベンチャー・トラベル

20　連載　山登りのための やさしい気象講座

22　第 23 回労山自然保護講座を開催
24　四国での風力発電計画と山岳自然環境への影響
26　JWAF CLICK
　　　　2021年 労山カレンダー　申し込み受付開始
　　　　マンガ　フゥフゥ・ハァハァ

29　全国連盟の活動

30　専門委員会活動報告

33　ひと　朝倉俊治さん

34　連載   地図読み迷人
38　地元会員特選ミニガイド　龍門岳（奈良）

39　筑井孝子のちょっと絵をうまく描こう ／ あらかると  石井光造

40　連載  オススメ山道具  超軽量デイパック
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「労山の60年」に学んで
新たな登山文化を創りだそう

　

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
創
立

６０
年
の
記
念
誌
を
発
行
す
る
運
び

と
な
っ
た
。
こ
の「
労
山
の
６０
年
」

は
、
１１
月
の
記
念
集
会
で
参
加
者

に
贈
呈
す
る
と
同
時
に
、
各
地
方

連
盟
に
も
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

２
月
に
開
催
し
た
全
国
労
山
第

３４
期
総
会
で
は
、「
労
山
６０
年　

創
り
出
そ
う　

２１
世
紀
の
登
山
文

化
を
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
全
国
労
山
創

立
６０
周
年
に
当
た
り
、
新
た
な
登

山
文
化
を
創
り
出
し
な
が
ら
、
労

山
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
い

く
決
意
を
込
め
た
も
の
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
な

か
で
、
思
う
よ
う
に
登
山
で
き
な

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
時
に
こ
そ
「
三
密
」
に

な
ら
な
い
状
況
で
地
方
連
盟
、会
・

ク
ラ
ブ
が
登
山
技
術
の
講
習
会
・

学
習
会
を
開
き
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
た
と
き
に
、
安
全
登
山
を

積
極
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
労
山
の
６０
年
」
は
、

全
国
労
山
の
創
立
時
の
状
況
や
そ

の
後
の
重
要
な
出
来
事
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
で
、労
山
の
理
念
・

趣
意
書
に
つ
い
て
大
い
に
学
ぶ
と

同
時
に
、
労
山
の
先
輩
た
ち
が
築

い
て
き
た
労
山
の
組
織
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

全
国
労
山
の
今
日
の
状
況
は
、

新
た
な
若
い
層
の
登
山
者
を
思
う

よ
う
に
組
織
で
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
組
織
現
勢
が
減
少
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、地
方
連
盟
や
会
・

ク
ラ
ブ
で
は
、
登
山
学
校
な
ど
を

開
催
し
、
若
い
登
山
者
層
を
仲
間

に
し
て
、
新
た
な
登
山
文
化
を
創

り
出
し
継
承
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

　

労
山
の
先
輩
た
ち
は
、
仲
間
と

と
も
に
安
全
な
登
山
を
楽
し
む
た

め
に
、
必
要
な
全
国
集
会
を
開
い

て
自
由
に
討
論
を
重
ね
、
激
論
を

交
わ
し
合
い
な
が
ら
、
安
全
登
山

の
た
め
の
技
術
講
習
会
、
遭
難
・

救
助
対
策
、
自
然
保
護
な
ど
、
多

く
の
制
度
・
集
会
な
ど
を
私
た
ち

に
残
し
て
く
れ
た
。

　

労
山
の
先
輩
が
創
っ
て
き
た
歴

史
に
学
び
、
新
た
な
登
山
文
化
を

創
り
だ
そ
う
。

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟 理事長）
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カモシカスポーツ

　

七
瀬
４
歳
と
な
り
、
歩
く
力
が

つ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
保

育
園
で
初
め
て
の
遠
足
が
あ
り
、

先
生
と
こ
ど
も
た
ち
だ
け
で
、
お

弁
当
と
水
筒
を
自
分
で
背
負
っ
て

歩
く
経
験
も
。
以
前
、
七
瀬
２
歳

夏
に
白
駒
池
ま
で
歩
き
ま
し
た
が

（
※
）、
今
回
は
白
駒
の
森
か
ら
足

を
伸
ば
し
、
展
望
の
よ
い
高
見
石
ま
で
行
っ

て
み
る
こ
と
に
。　

出
発
直
後
の
木
道
は
、

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
峻
も
少
し
歩
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
か
ら
、
抱
っ
こ
に
お
ん
ぶ
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
…
と
、
移
動
は
ま
わ
り
に
頼
り

き
り
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
自
分
で
立
っ

て
、
歩
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
頭
で
は
わ

か
っ
て
い
る
し
、
第
一
子
の
時
も
経
験
し

た
も
の
の
、
や
は
り
目
の
前
に
す
る
と
、

新
鮮
で
す
。

　

峻
は
そ
の
後
は
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
に
。

八
ヶ
岳
は
晩
秋
、
防
寒
具
が
そ
れ
な
り
に

必
要
。
さ
ら
に
こ
ど
も
の
着
替
え
、
食
料
、

飲
料
…
と
荷
物
が
か
さ
ば
り
ま
す
。
夫
は

ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
の
下
の
荷
室
＆
私
は
折

畳
み
式
の
サ
ブ
ザ
ッ
ク
で
背
負
い
ま
し
た

が
、
荷
物
は
パ
ン
パ
ン
。
こ
う
い
う
時
、

日
帰
り
用
２０
ℓ
く
ら
い
の
ザ
ッ
ク
が
あ
る

と
良
さ
そ
う
。

　

昨
秋
は
、
台
風
、
豪
雨
被
害
で
各
地
の

登
山
道
が
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
森

の
中
の
道
は
、
水
が
引
か
ず
、
川
や
沼
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
橋
が
渡
し
て
あ
る

所
が
何
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
七
瀬
は

変
化
に
と
ん
だ
道
を
飽
き
ず
に
歩
き
、
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
高
見
石
小
屋
前
に
到
着
。
そ
こ

か
ら
見
切
り
発
車
で
高
見
石
に
上
が
り
始

め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
対
策
を
練
っ
て

か
ら
行
く
べ
き
で
し
た
。
乳
幼
児
が
す
っ

ぽ
り
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
岩
と
岩
の
隙

間
が
あ
り
、
ま
た
、
高
度
も
あ
り
ま
す
。

七
瀬
は
奮
闘
す
る
も
の
の
、
ひ
と
り
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
箇
所
も
あ
り
、
私
や

ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
を
背
負
っ
た
ま
ま
の
夫

が
支
え
た
り
、
結
局
抱
き
か
か
え
た
り
…
。

「
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
の
峻
と
お
と
な
ひ
と
り

は
、
小
屋
前
で
待
つ
」
等
に
す
れ
ば
よ
か
っ

た
で
す
。

　

高
見
石
を
下
り
て
か
ら
は
、
小
屋
前
で

昼
食
。
晩
秋
と
な
る
と
、
持
参
の
コ
ン
ビ

ニ
お
に
ぎ
り
等
は
冷
た
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
子
連
れ
で
火
器
を
持
っ
て
き
て
調

理
は
無
理
無
理
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
う
寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
火
器

を
持
っ
て
き
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

2019 年 10 月
長野県茅野市 

高見石（2249 ｍ）

七瀬：4 歳 3 カ月
峻：1 歳 3 カ月

タイム◎ 9：50 白駒池駐車場～ 10：20
白駒池と高見石分岐～ 11：00 過ぎ　高
見石小屋～ 11：20 高見石～高見石小屋
前で昼食休憩～ 12：45 白駒荘前～ 13：
00 過ぎ　白駒池駐車場

参考◎『山と高原地図　八ヶ岳』（昭文
社）、1/25000 地図『蓼科山』

武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.41

できるかな？
できるかな？

　　　行ってみよう！

　　　行ってみよう！

峻も少し歩きました。
峻も少し歩きました。

ぬかるみ等を予ぬかるみ等を予
想し、七瀬はレインパンツを想し、七瀬はレインパンツを
はいた上で長靴を。長靴はどはいた上で長靴を。長靴はど
うしてもフィット感には欠けうしてもフィット感には欠け
るので、長靴の上からさらにるので、長靴の上からさらに

「マジックテープベルト」（百「マジックテープベルト」（百
円均一でも売っている）をま円均一でも売っている）をま
き、フィット感をアップ。き、フィット感をアップ。

子づれの高見石はハラハラ！子づれの高見石はハラハラ！

※本誌 2018 年 10 月号参照 9 月号文中に誤りがありましたので訂正します。
誤）北横岳ロープウェイ　　正）北八ヶ岳ロープウェイ

水が引かず、橋水が引かず、橋
を渡した登山道を渡した登山道 峻は中厚の長袖長ズボ峻は中厚の長袖長ズボ

ンに、フリーススーツンに、フリーススーツ
を着せ、中綿入りベスを着せ、中綿入りベス
トも。峻は歩いているトも。峻は歩いている
私たちより 1 枚多めに。私たちより 1 枚多めに。
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殿平厚彦
札幌中央勤労者山岳会／道央

「山と谷作成会議」代表

ミックス
クライミング

カ
ミ
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
の

ミ
ッ
ク
ス
ル
ー
ト

カムイ岩　アペ M9　氷の有無で雰囲気が変わる

カミホロカメットク山　正面壁

カミホロカメットク山　右
リッジノーマル厳しい登り
になる

　

こ
こ
で
は
八
手
岩
、
化
物
岩
、

カ
ミ
ホ
ロ
正
面
壁
が
登
攀
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
３

Ｐ
〜
５
Ｐ
で
１１
月
後
半
か
ら

３
月
ま
で
が
シ
ー
ズ
ン
だ
が
、
積

雪
の
少
な
い
１２
月
、
１
月
が
お
勧

め
だ
。
ど
の
ル
ー
ト
を
登
っ
て
も

グ
レ
ー
ド
は
高
く
な
く
気
持
ち
よ

　北海道には良い岩場が少ないが、その中で火山の山
が冬の登攀対象になっている。火山性の玄武、安山岩
は節理が発達していて夏に登ることは無いのだが、冬
の到来とともに硬く凍り付き、クライマーの集まる岩
場に変身する。ここでは、比較的登られているカミホ
ロカメットク山、そして近年熱いカムイ岩を紹介する。

①右クーロアール、②中央クーロアール、③エスケープリッジ、④チムニールー
ト、⑤ダイレクトルート、⑥フィンガーファイブ、⑦コップ状ルート、⑧コッ
プ状バリエーション、⑨コップ状下部ルート、⑩三段リッジ、⑩ -1 三段リッ
ジノーマル、⑩ -2 三段リッジ登攀倶楽部ルート、⑪凹角、⑫スペースチムニー、
⑬右リッジ

第 6回
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ミックス
クライミング

カ
ム
イ
岩
の
ミ
ッ
ク
ス
ル
ー
ト

カミホロカメットク山　三段ルン
ゼは氷が付いていれば快適だ

カンナカムイの左Ｍ 10　すっきりとしたライン

　

カ
ム
イ
岩
は
旭
川
の
近
く
、
国
道
１２

号
に
沿
っ
た
神
威
古
潭
に
あ
る
。
こ

の
岩
場
は
ア
ル
パ
イ
ン
ル
ー
ト
で
は

な
い
。
モ
ダ
ン
ミ
ッ
ク
ス
（
と
い
う

言
葉
が
あ
る
の
か
ど
う
か
知
ら
な
い

が
）
に
分
類
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ド

ラ
イ
ツ
ー
ル
で
登
る
氷
と
岩
の
ル
ー

ト
（
Ｍ
８
か
ら
Ｍ
１２
ま
で
）
日
本
最

難
の
ル
ー
ト
に
ト
ラ
イ
で
き
る
今
一

番
ホ
ッ
ト
な
エ
リ
ア
だ
。
夏
は
フ
リ
ー

の
５
・
１２
、
５
・
１３
を
登
る
ク
ラ
イ
マ
ー

が
冬
に
な
る
と
こ

の
ミ
ッ
ク
ス
ル
ー

ト
に
挑
戦
し
て
い

る
。

　

フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
で
腕
に
覚

え
の
あ
る
方
は
、

北
海
道
で
凍
り
付

い
た
カ
ム
イ
岩
に

ト
ラ
イ
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

く
登
れ
る
し
、
低
温
、
雪
崩
、
雪
に

隠
れ
た
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
等
の
積
雪

期
独
特
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
楽
し
め
る
。

テ
ン
ト
を
設
営
す
る
の
も
冬
山
ら
し

い
が
、
す
ぐ
下
の
駐
車
場
の
温
泉
宿

を
利
用
す
る
の
も
安
直
で
楽
し
い
。
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第
5
回

北
島
英
明  

日
本
山
岳
救
助
隊 

代
表
理
事

　

今
回
は
、
ビ
バ
ー
ク
が
ど
れ
程
重

要
で
命
を
守
る
最
終
手
段
で
あ
る
か

を
お
伝
え
し
た
い
。
ビ
バ
ー
ク
に
特

化
し
た
講
習
会
は
あ
ま
り
な
い
と
思

う
が
、
例
え
ば
安
全
登
山
講
習
会
等

の
一
コ
マ
と
し
て
ビ
バ
ー
ク
知
識
を

習
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
は
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

山
の
事
故
で
は
、
道
迷
い
か
ら
の
転

滑
落
が
多
い
が
、
死
亡
事
故
で
は
病

気
を
除
き
低
体
温
症
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
夏
で
も
嵐
に
遭
っ
た
り
、

高
山
や
北
の
山
域
で
は
毎
年
低
体
温

症
で
亡
く
な
る
人
が
い
る
。
雨
や
雪

や
ミ
ゾ
レ
で
体
が
濡
れ
た
状
態
の
ま

ま
で
い
る
と
、
風
や
夜
の
冷
え
込
み

等
で
更
に
体
温
を
奪
わ
れ
低
体
温
症

に
な
り
命
を
落
と
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
う
張
る
か

　

ビ
バ
ー
ク
の
知
識
と
し
て
一
般
的

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
①
体
力

が
あ
り
、
暗
く
な
る
前
に
、
素
早
く

決
断
す
る
。
②
風
や
雨
や
雪
を
凌し

の

げ

る
安
全
な
適
地
で
ツ
ェ
ル
ト
を
張
り
、

衣
類
を
全
部
着
込
む
。
③
枯
れ
木
を

集
め
て
敷
き
詰
め
た
り
、
焚た

き
火び

を

す
る
。
ま
た
、
温
か
い
飲
み
物
も
暖

を
取
る
の
に
効
果
的
。

　

私
の
経
験
か
ら
、
ご
批
判
覚
悟
で

言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
こ
れ
ら
が
実

行
で
き
た
ら
単
に
山
行
の
無
断
延
長

で
し
か
な
い
。
大
ケ
ガ
や
病
気
等
重
篤

な
メ
ン
バ
ー
が
出
た
場
合
は
動
か
せ

な
い
の
で
、
即
お
手
本
の
ビ
バ
ー
ク

(

体
温
保
持)

に
努
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
言
う
ビ
バ
ー
ク
は
違
う
。

実
際
の
ビ
バ
ー
ク
は
、
悪
天
候
が
ほ

と
ん
ど
で
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
頑
張
っ
た

後
に
他
に
手
段
が
な
く
な
り
、
唯
一

の
最
終
手
段
だ
。

　

た
だ
、
冬
で
も
軽
量
化
の
た
め
テ

ン
ト
で
は
な
く
ツ
ェ
ル
ト
泊
を
選
択

す
る
こ
と
も
あ
る
。
捜
索
等
で
は
毎

日
下
山
す
る
時
間
が
惜
し
い
の
で
敢

え
て
ツ
ェ
ル
ト
泊
を
す
る
し
、
天
気

が
良
け
れ
ば
星
空
の
下
で
ご
ろ
寝
を

す
る
計
画
的
ビ
バ
ー
ク
も
あ
る
。

　
私
の
ビ
バ
ー
ク
体
験
３
例

　

最
初
は
、
初
心
者
の
頃
の
東
京
・

奥
多
摩
。
道
迷
い
で
歩
き
疲
れ
２３
時

頃
に
諦
め
て
ツ
ェ
ル
ト
を
被
っ
た
。

当
時
は
ツ
ェ
ル
ト
の
張
り
方
を
知
ら

ず
、
ザ
ッ
ク
に
腰
を
掛
け
ツ
ェ
ル
ト

を
被
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
１０
月
下
旬

だ
っ
た
が
、
天
気
が
良
く
、
意
外
と

快
適
か
な
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
足
元
か
ら
じ
わ
じ

わ
冷
え
て
き
て
、
ザ
ッ
ク
の
上
に
あ

ビバークで命を守る！

皆さん、ビバークをした経験は？
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ぐ
ら
を
か
い
た
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、

風
の
音
や
何
や
ら
動
く
気
配
と
変
な

鳴
き
声
に
ビ
ビ
り
ま
く
り
、
ウ
ト
ウ

ト
も
で
き
ず
、
小
キ
ジ
も
撃
て
な
い

ほ
ど
本
当
に
怖
か
っ
た
。

　

次
は
１４
年
前
厳
冬
期
の
八
ヶ
岳
３

人
パ
ー
テ
ィ
ー
、
権
現
東
稜
か
ら
の

下
山
途
中
。
吹
雪
で
ほ
ぼ
ホ
ワ
イ
ト

ア
ウ
ト
の
中
、
ル
ー
ト
喪
失
で
私
が

歩
け
な
く
な
り
、
深
夜
２
時
頃
に
テ

ン
ト
ビ
バ
ー
ク
。
こ
の
時
は
２
人
が

寄
り
添
っ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
両
手

指
６
本
が
凍
傷
に
な
っ
た
が
、
生
き

延
び
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
３
年

後
、
私
の
一
番
大
切
な
こ
の
２
人
は
、

Ｇ
Ｗ
の
鹿
島
槍
ヶ
岳
東
尾
根
で
凍
死

し
て
し
ま
っ
た
。
一
人
は
第
二
岩
峰

付
近
で
墜
落
、
宙
づ
り
の
状
態
で
凍

死
。
も
う
一
人
は
救
助
要
請
に
下
山

中
、
シ
ュ
ル
ン
ド
内
で
凍
死
。
ビ
バ
ー

ク
姿
勢
の
ま
ま
凍
っ
て
い
た
が
、
ツ
ェ

ル
ト
は
被
っ
て
い
な
か
っ
た
。
私
の

山
人
生
で
最
も
悲
し
い
事
故
で
、
今

で
も
思
い
出
す
と
泣
い
て
し
ま
う
。

　

最
後
は
２
年
前
の
９
月
の
こ
と
だ
。

２
人
で
捜
索
の
た
め
に
、
北
ア
ル
プ
ス

裏
銀
座
・
水
晶
小
屋
東
方
ワ
リ
モ
沢

か
ら
東
沢
乗
越
し
へ
と
続
く
ハ
イ
マ

ツ
帯
を
登
っ
て
い
た
時
、
想
定
外
の

台
風
が
襲
来
し
た
。
電
波
の
通
じ
な

い
沢
に
入
っ
て
３
日
目
で
、
長
野
に

土
砂
災
害
警
戒
情
報
大
雨
警
報
が
発

令
さ
れ
た
こ
と
な
ど
知
る
由
も
な
い
。

私
は
稜
線
へ
抜
け
て
水
晶
小
屋
へ
避

難
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
連
続
行

動
８
時
間
余
り
と
な
っ
た
２１
時
頃
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
が
「
も
う
ダ
メ
、
こ
の

ま
ま
だ
と
死
に
ま
す
」
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
。

し
か
し
、
こ
こ
は
２
５
０
０
ⅿ
地
点
。

ハ
イ
マ
ツ
は
あ
る
が
休
憩
で
き
る
場

所
な
ど
な
い
急
傾
斜
地
帯
。「
こ
い
つ

を
死
な
せ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
方

法
は
一
つ
」
と
、
ハ
イ
マ
ツ
の
根
元

に
ス
リ
ン
グ
を
掛
け
て
ザ
ッ
ク
を
固

定
、
そ
の
上
に
２
人
で
肩
を
寄
せ
合

い
ツ
ェ
ル
ト
を
被
っ
た
。
暴
風
雨
と

頭
上
の
雷
鳴
と
落
雷
が
爆
発
す
る
中
、

生
き
て
朝
を
迎
え
た
。

　

ビ
バ
ー
ク
は
２
人
以
上
な
ら
お
互

い
の
体
温
で
凌
げ
る
が
、
単
独
や
判

断
ミ
ス
は
命
が
危
な
い
、
真
剣
に
訓

練
し
よ
う
！

ツェルトの使い方（ファイントラック社資料より）

 
 
 

つ
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70
年
代
初
頭
に

　
山
岳
自
然
保
護
問
題
浮
上

　

１
９
７
１
年
に
は
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ

ン
美
ヶ
原
線
や
大
雪
山
縦
貫
道
路
、

尾
瀬
自
動
車
道
路
の
反
対
運
動
が
一

斉
に
起
こ
っ
た
。
全
国
自
然
保
護
連

合
が
結
成
さ
れ
、
当
時
の
大
石
環
境

庁
長
官
に
こ
れ
ら
の
開
発
中
止
の
裁

断
を
さ
せ
て
時
代
の
脚
光
を
浴
び
た
。

　

こ
の
時
、
長
野
県
連
は
広
範
な
市

民
や
団
体
に
呼
び
か
け
、
反
対
運
動

の
中
心
と
な
っ
て
活
動
。
署
名
は
２

カ
月
で
１２
万
人
に
及
び
、
労
山
の
組

織
内
で
４
万
人
に
達
し
た
。
長
野
県

連
が
有
楽
町
駅
前
で
街
頭
署
名
活
動

を
行
っ
た
と
き
に
私
も
参
加
し
、
こ

れ
が
動
機
で
天
祖
山
保
護
や
労
山
自

　

私
が
山
に
登
り
始
め
た
こ
ろ
は
、

景
勝
地
や
山
頂
付
近
に
は
空
き
缶
や

残
飯
、
紙
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
た
。

山
小
屋
の
ト
イ
レ
は
、
現
ナ
マ
や
落

と
し
紙
、
異
臭
で
、
利
用
す
る
の
が

恐
ろ
し
か
っ
た
。
登
山
道
は
踏
み
荒

ら
し
等
で
荒
廃
し
、
観
光
開
発
や
乱

伐
が
目
立
っ
た
。

　

今
、
登
山
道
や
山
頂
で
は
ゴ
ミ
が

ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
ト
イ
レ

は
快
適
に
な
り
、
踏
み
荒
ら
し
も
著

し
く
改
善
さ
れ
、
乱
開
発
に
も
一
定

の
歯
止
め
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

登
山
者
の
長
年
の
自
然
保
護
運
動
の

成
果
で
あ
り
、
中
心
と
な
っ
て
活
動

し
て
き
た
の
は
各
地
の
労
山
会
員

だ
っ
た
。

然
保
護
担
当
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

北
海
道
連
で
は
大
雪
山
の
自
然
を

守
る
運
動
に
、
群
馬
県
連
で
も
尾
瀬

保
護
運
動
に
、
労
山
会
員
は
積
極
的

に
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
大

衆
的
な
自
然
保
護
運
動
の
草
分
け
、

典
型
と
な
り
、
各
地
の
自
然
保
護
運

動
を
盛
り
上
げ
た
。
兵
庫
県
連
で
は

氷
ノ
山
大
幹
線
林
道
建
設
、
東
京
都

連
で
は
天
祖
山
石
灰
石
採
掘
の
反
対

運
動
が
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
各
地

で
故
郷
の
自
然
保
護
問
題
に
取
り
組

み
、
成
果
を
あ
げ
て
評
価
さ
れ
た
。

滋
賀
県
連
で
は
７３
年
か
ら
自
然
保
護

運
動
の
一
環
と
し
て
比
良
山
の
清
掃

登
山
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
清
掃
登
山
運
動
の
端
緒
と
成
果

　

こ
の
機
運
を
背
景
に
し
て
７４
年
、

労
山
に
自
然
保
護
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
。
自
然
保
護
委
員
会
で
は
、
故

郷
の
自
然
を
守
る
活
動
の
一
環
と
し

て
滋
賀
県
連
の
活
動
を
参
考
に
全
国

一
斉
清
掃
登
山
を
呼
び
か
け
、
全
国

的
な
清
掃
登
山
運
動
に
発
展
し
た
。

滋
賀
県
連
は
広
範
な
市
民
に
呼
び
か

け
て
毎
年
数
百
人
規
模
で
取
り
組
み
、

兵
庫
県
連
は
“
六
甲
山
か
ら
ゴ
ミ
を

一
掃
し
よ
う
”
と
毎
月
清
掃
登
山
を

実
施
、
富
山
県
連
は
一
般
の
登
山
者

が
立
ち
入
れ
な
い
剱
岳
三
ノ
窓
の
清

掃
登
山
を
実
施
す
る
な
ど
で
牽
引
し
、

全
国
各
地
で
独
自
の
目
覚
ま
し
い
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

７９
年
の
労
山
総
会
で
は
「
山
か
ら

ゴ
ミ
を
一
掃
し
よ
う
」
の
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
。
８２
年
に
は
京
都
で
日
本
環

境
学
会
の
支
援
で
「
山
の
ゴ
ミ
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
を
開
催
し
、

自
然
保
護
運
動
に
つ
い
て

清
掃
登
山
運
動
を
ベ
ー
ス
に
各
地
で
先
駆
的
な
自
然
保
護
活
動

鈴
木
貫
太

（すずき・かんた）
1940 年 生 ま れ。1967 年 に
星稜登高会を創立し労山加
盟、84 年に地元に松戸山の会
を創立し、03 年にまつど山
翠会を分離独立。73 ～ 01 年労山役員、天祖
山保護、副理事長、副会長等を歴任。06 年
制定の自然保護憲章制定委員会座長を担当。
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登
山
者
は
自
然
破
壊
者
か
、

　
保
護
の
担
い
手
か

　

９０
年
代
半
ば
の
白
神
山
地
入
山
規

制
は
、
登
山
行
為
が
自
然
を
傷
つ
け

て
い
る
と
か
、
ト
イ
レ
や
踏
み
荒
ら

し
等
が
理
由
と
さ
れ
た
。
登
山
行
為

課
題
や
展
望
を
探
り
運
動
の
発
展
に

努
め
た
。
こ
の
労
山
の
独
自
の
活
動

は
４０
数
年
を
経
た
現
在
も
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　

と
自
然
保
護
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
過
剰
開
発
や
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

だ
け
で
な
く
、
酸
性
雨
や
シ
カ
の
食

害
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
に
な
り
、

山
岳
自
然
保
護
問
題
は
多
様
化
し
、

見
解
や
取
り
組
み
方
も
複
雑
に
な
っ

て
き
た
。
登
山
行
為
が
自
然
に
負
担

を
か
け
て
い
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
一
方

で
登
山
は
自
然
愛
好

者
を
育
て
、
自
然
の

守
り
手
を
育
て
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。

　

労
山
は
広
範
な
市

民
を
組
織
す
る
こ
と

で
、
各
地
で
自
然
破

壊
の
監
視
役
と
な
り

乱
開
発
の
歯
止
め
役

と
な
り
、
清
掃
登
山

運
動
で
広
範
な
自
然

保
護
活
動
の
担
い
手

を
増
や
し
て
き
た
。

こ
の
活
動
経
過
と
登

山
者
の
役
割
を
評
価

し
、
登
山
文
化
の
継

承
発
展
と
山
岳
自
然
の
共
存
を
目
指

し
て
、
３
年
余
り
の
全
国
的
な
討
議

を
経
て
06
年
総
会
で
「
労
山
自
然
保

護
憲
章
」
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
労

山
と
し
て
の
自
然
保
護
問
題
に
対
す

る
理
念
と
活
動
指
針
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
。

　

今
日
、
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象

と
生
態
系
の
危
機
、
原
発
問
題
と
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
や

辺
野
古
埋
め
立
て
等
の
大
型
開
発
等
、

課
題
は
多
様
化
・
巨
大
化
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
自
然
保
護
の
課
題

も
浮
上
し
て
き
た
。
登
山
は
自
然
の

価
値
を
再
認
識
さ
せ
、
保
護
活
動
の

必
要
性
に
目
覚
め
さ
せ
担
い
手
を
育

て
て
き
た
。
労
山
は
自
然
保
護
団
体

で
は
な
い
が
自
然
保
護
活
動
を
重
視

し
、
会
員
を
増
や
し
て
き
た
の
が
労

山
60
年
の
あ
ゆ
み
で
あ
っ
た
。
清
掃

登
山
運
動
の
成
果
を
教
訓
に
、
憲
章

の
理
念
を
生
か
し
て
、
登
山
者
だ
か

ら
で
き
る
活
動
を
通
し
て
、
広
範
な

市
民
と
共
に
、
世
論
や
政
治
を
変
え
、

多
様
な
自
然
保
護
活
動
の
一
翼
を
担

う
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

1980 年 9 月 7 日　天祖山採掘許可
の最終段階に広範な市民と共に開催
した大規模な現地集会。垂れ幕はク
ライマーが設置した。吉尾弘会長も
挨拶に立った。

1976 年愛媛県で第 1 回全国登山者
自然保護集会。全国から 130 人が
集まり、各地の自然保護活動や清掃
登山運動の情報交換、石鎚スカイラ
イン現地調査。「登山者は緑の番人
になろう」のアピール採択

1988 年 10 月 2 ～ 4 日　 尾 瀬 の 入
山料問題で国会議員団と現地調査

（長蔵小屋）
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今
年
の
５
月
号
に
、
ウ
エ
ス
ト

ン
は
１
８
９
２
年
（
明
治
２５

年
）
駿
信
国
境
に
聳
え
る
こ
の
山
一

帯
を
、
北
ア
ル
プ
ス
と
は
比
較
に
な

ら
ぬ
く
ら
い
未
開
の
山
域
で
あ
り
、

日
本
人
で
す
ら
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
と
い
う
旨
を
記
し
て
い
る

が
、
静
岡
県
「
井
川
村
史
」
に
は
易

老
岳
稜
線
の
峠
を
越
え
て
信
州
遠
山

谷
に
通
じ
る
道
が
往
来
と
交
易
に
使

わ
れ
た
と
あ
り
、
明
治
後
期
の
陸
地

測
量
部
五
万
図
に
は
そ
の
道
が
は
っ

き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
と
ん
で
も
な

い
高
所
で
は
あ
る
が
、
人
々
の
生
活

の
密
接
さ
を
考
え
る
と
、
平
家
か
南

北
朝
か
の
落
人
が
越
え
て
き
た
数
百

年
前
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
、
山
国
の

自
然
の
中
で
人
々
が
営
々
と
開
拓
し

た
通
路
に
は
凄
み
が
あ
る
。

　

１４
世
紀
、
朝
廷
が
京
都
（
足
利
尊

氏
が
光
明
天
皇
を
擁
立
・
北
朝
）
と

吉
野
行
宮
（
後
醍
醐
天
皇
、
新
田
義

貞
、
楠
木
正
成
な
ど
・
南
朝
）
と
で

覇
権
を
争
っ
た
約
半
世
紀
の
間
、
南

信
州
は
南
朝
側
に
組
す
る
豪
族
が
多

く
、
争
乱
が
飛
び
火
の
ご
と
く
起

こ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
皇
子
の
宗
良
親

82

生活道と登山道、往時の路と人の脚力生活道と登山道、往時の路と人の脚力

この連載で道に触れることは三回この連載で道に触れることは三回
目になる。第 4 回の峠話に 13目になる。第 4 回の峠話に 13
回目の山岳路と今回だ。なぜまた回目の山岳路と今回だ。なぜまた
気になったかというと、南アの最気になったかというと、南アの最
南深部をエリアに活動を始めてか南深部をエリアに活動を始めてか
ら、いろんなことが気になりだしら、いろんなことが気になりだし
たことによる。ここには登山の概たことによる。ここには登山の概
念のない頃より、沢を遡り尾根を念のない頃より、沢を遡り尾根を
よじり山の稜線を越えて、他のよじり山の稜線を越えて、他の
国々へと繋がる道がある。人間の国々へと繋がる道がある。人間の
生活圏からいうと北アルプスより生活圏からいうと北アルプスより
はるかに開けていた。それも並大はるかに開けていた。それも並大
抵の道ではない厳しい登山道であ抵の道ではない厳しい登山道であ
る。地形や地質にもよるが、よりる。地形や地質にもよるが、より
奥深いところに住まわねばならぬ奥深いところに住まわねばならぬ
という事情が「なんで、このようという事情が「なんで、このよう
なところに？」を紡いでいるのでなところに？」を紡いでいるので
ある。ある。

明治 43 年陸地測量部測図の五万分の一地形図、遠山川から面平経由、易老岳を経明治 43 年陸地測量部測図の五万分の一地形図、遠山川から面平経由、易老岳を経
て信濃俣河内を下る経路が図示されている（南信濃村史資料より）て信濃俣河内を下る経路が図示されている（南信濃村史資料より）
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王
が
隠
密
裏
に
来
訪
、
勢
力
拡
大
の

た
め
奔
走
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
南

朝
に
つ
な
が
る
武
者
や
そ
の
系
列
者

が
、
大
自
然
深
く
落
ち
延
び
た
と
思

わ
れ
る
。

　
井
川
は
奥
地
か
ら
開
け
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
井

川
よ
り
田
代
や
小
河
内
の
方
が
先

な
く
と
も
大
井
川
最
奥
の
田
代
か
ら

易
老
岳
を
越
え
て
、
遠
山
川
を
下
り

北
又
渡
か
ら
最
奥
の
大
野
を
経
て
、

耕
し
て
天
に
至
る
と
い
う
下
栗
集
落

を
下
り
、
上
村
川
と
遠
山
川
合
流
の

木
沢
に
出
、
大
島
、
和
田
宿
と
す
る

と
、
距
離
に
し
て
約
６０
㎞
、
山
道
二

日
行
程
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
く
ら

い
か
か
っ
た
ろ
う
か
？

　

例
え
ば
江
戸
時
代
の
人
の
標
準
脚

力
は
、
平
地
な
ら
東
海
道
五
十
三
次

４
９
０
㎞
を
１３
泊
１４
日
、
一
日
３５
㎞

で
あ
る
。
旅
の
達
人
松
尾
芭
蕉
も
付

き
合
い
時
間
を
入
れ
て
同
じ
、
東
海

道
を
次
飛
脚
の
普
通
便
で
な
ら
９０
時

間
、
時
速
５
・
４
㎞
、
急
行
便
で
８２

時
間
、
時
速
６
㎞
、
特
急
便
で
５６
時

間
、
時
速
８
・
８
㎞
で
あ
る
。
富
士

山
で
日
本
橋
か
ら
頂
上
往
復
平
均
６

日
で
１
日
に
３５
㎞
が
相
場
で
あ
る
。

た
だ
、
か
の
ウ
エ
ス
ト
ン
は
相
当

健
脚
だ
っ
た
ら
し
く
、
歩
幅
の
差
な

の
か
３
割
が
た
速
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
よ
ほ
ど
の
事

で
な
い
限
り
山
越
え
は
？
で
、
買
い

物
は
一
体
何
な
の
か
知
り
た
い
も
の

だ
。

道
の
人
の
住
ま
う
集
落
が
唯
一
の
よ

り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
往
時
、
田
代
の
者
が
易
老
岳
を

越
え
、
信
州
遠
山
郷
の
和
田
ま
で
買

い
物
に
来
た
と
、
今
で
も
遠
山
の
者

は
言
い
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
ル
ー
ト
は
、
信
州
（
長
野
）

側
は
現
在
の
易
老
渡
、
面
平
、
易
老

岳
へ
の
登
山
ル
ー
ト
と
全
く
変
わ
ら

ず
、
駿
河
（
静
岡
）
側
は
、
大
井
川

最
奥
の
支
流
信
濃
俣
入
り
を
下
り
、

小
河
内
か
ら
田
代
集
落
へ
の
い
に
し

え
の
道
で
あ
る
。

　

昭
和
初
期
、
製
紙
会
社
の
無
計
画

な
伐
採
と
そ
の
後
の
山
火
事
、
そ
し

て
灌か

ん

木ぼ
く

荊け
い

棘き
ょ
く

跋ば
っ

扈こ

と
な
り
、
廃
道
と

な
っ
て
久
し
い
。こ
の
道
の
物
語
は
、

そ
の
後
何
百
年
と
続
き
落
人
は
定

住
、
江
戸
時
代
は
盛
ん
に
伐
り
出
さ

れ
た
榑く

れ

木き

、
明
治
以
降
は
杣そ

ま

仕
事
か

出
稼
ぎ
、
細
々
の
田
畑
で
自
給
自
足

の
生
活
を
続
け
、
今
で
は
加
速
的
な

過
疎
化
、
そ
し
て
限
界
集
落
に
ま
っ

し
ぐ
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
ん
な
山
道
を
買

い
物
に
？　

と
い
う
疑
問

は
、
そ
の
距
離
と
時
間
で
あ
る
。
少

で
、
そ
れ
か
ら
井
川
に
も
人
が
住

む
よ
う
に
な
っ
た
。」
こ
れ
は
冠
松

次
郎
が
著
書
『
渓た

に

』
に
記
し
た
一
文

で
、
今
か
ら
百
年
以
上
前
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
さ
ら
に
七
、
八
百

年
も
前
、
信
州
か
ら
の
落
人
が
遠

山
川
を
遡
っ
て
信
濃
俣
河
内
に
降

り
、
そ
の
上
流
の
矢
平
、
下
流
の
寸

又
峡
大
間
、
大

井
川
の
田
代
に

移
り
住
ん
だ
先

祖
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
の

道
は
そ
の
昔
、

の
っ
ぴ
き
な
ら

ぬ
窮
地
に
て
奥

へ
奥
へ
と
逃
げ

を
打
つ
状
況
の

中
で
、
逃
れ
先

も
な
く
、
と
ど

の
詰
ま
り
人
知

れ
な
い
奥
の
奥

に
出
て
し
ま
っ

た
と
推
測
す
る

他
な
い
。
先
に

路
は
な
い
の
で

あ
っ
て
、
来
た

大正 14 年 7 月、遠山川仏島付近。明確な道は無くおもに渡渉。大正 14 年 7 月、遠山川仏島付近。明確な道は無くおもに渡渉。
この写真は遠山尚岳会の聖岳登山の折、撮影された。（上村村史資料より）この写真は遠山尚岳会の聖岳登山の折、撮影された。（上村村史資料より） 「大

19



平均 3 ～ 4 日に 1 個
　  秋から冬、春の温帯低気圧

　

今
月
の
話
題
は
温
帯
低
気
圧
だ
。

日
本
の
天
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
季

節
ご
と
に
違
い
が
あ
り
、
梅
雨
期

に
は
梅
雨
前
線
や
水
蒸
気
の
流
れ

込
み
、
真
夏
は
太
平
洋
高
気
圧
が

基
調
（
北
海
道
は
太
平
洋
高
気
圧

の
外
側
に
な
る
こ
と
が
多
い
な
ど
、

や
や
天
気
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
異
な
る
）

に
な
る
が
、
秋
雨
前
線
が
消
え
て

本
格
的
な
秋
に
な
る
と
い
よ
い
よ

温
帯
低
気
圧
が
天
気
変
化
の
主
役

に
な
っ
て
く
る
。

　

昨
年
の
１０
月
か

ら
今
年
の
５
月
ま

で
の
名
古
屋
と
能

登
半
島
の
輪
島
の

気
圧
の
推
移
を
図

１
の
グ
ラ
フ
に
し

て
み
た
が
、
一
見

し
て
目
ま
ぐ
る
し

く
気
圧
が
上
下
し

て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
低
気
圧
が

通
過
す
る
と
き
に

気
圧
が
低
く
な
っ

て
い
る
わ
け
だ

が
、
１０
月
に
台
風

や
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
が

３
回
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
除
け

ば
温
帯
低
気
圧
の
通
過
数
は
５５
回

で
平
均
３
～
４
日
に
１
個
と
な
る
。

秋
か
ら
冬
、
春
は
温
帯
低
気
圧
が

天
気
変
化
の
主
役
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
温
帯
低
気
圧
を

理
解
す
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の

登
山
で
は
と
て
も
重
要
だ
。

　

温
帯
低
気
圧
は
簡
単
に
言
う
と

寒
気
と
暖
気
の
間
で
で
き
る
巨
大

第 7 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

な
渦
だ
。
図
２
が
温
帯
低
気
圧
の

周
囲
の
風
の
吹
き
方
の
概
念
図
だ

が
、
低
気
圧
の
東
側
で
暖
気
が
北

上
、
西
側
で
寒
気
が
南
下
し
、
寒

暖
が
嚙か

み
合あ

う
よ
う
に
反
時
計
回

り
の
渦
に
な
っ
て
い
る
。
寒
暖
の

境
界
が
温
暖
前
線
、
寒
冷
前
線
だ
。

　
登
山
者
に
と
っ
て

　
知
っ
て
ほ
し
い
要
点　

①
当
た
り
前
の
よ
う
だ
が
、
低
気

圧
や
前
線
の
近
く
で
は
雨
や
雪
、

図 1　2019 年 10 月～ 2020 年 5 月の気圧の変化

図 2　低気圧による風の吹き方
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図 3　日本列島を通る低気圧の代表的コース

日日本本海海低低気気圧圧

南南岸岸低低気気圧圧

意
だ
。

　
東
シ
ナ
海
は
世
界
的
な

　
低
気
圧
の
発
生
多
発
場
所

　

日
本
付
近
を
通
る
低
気
圧
は
、

図
３
の
よ
う
に
中
国
大
陸
や
東
シ

ナ
海
か
ら
東
進
し
て
く
る
。
東
シ

ナ
海
は
世
界
的
な
低
気
圧
の
発
生

多
発
場
所
。
ま
た
、
山
陰
沖
の
日

本
海
や
四
国
か
ら
東
海
沖
で
も
発

生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
発
生
後
は

西
か
ら
東
に
動
き
列
島
の
東
海
上

に
出
る
が
、
中
に
は
北
海
道
付
近

で
停
滞
す
る
も
の
も
あ

る
。
日
本
列
島
の
南
側

を
通
る
も
の
を
南
岸
低

気
圧
、
日
本
海
側
を
通

る
も
の
を
日
本
海
低
気

圧
と
呼
ぶ
の
で
覚
え
て

お
こ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に

典
型
的
な
天
気
変
化
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
、
南
岸

低
気
圧
は
日
本
南
岸
を

中
心
に
雨
や
雪
を
も
た

ら
し
、
日
本
海
低
気
圧

は
低
気
圧
の
進
行
に
合

強
風
な
ど
天
気
が
悪
い
。
も
ち
ろ

ん
低
気
圧
の
強
弱
に
よ
っ
て
悪
天

候
の
範
囲
は
変
わ
る
が
、
低
気
圧

や
前
線
が
近
づ
く
と
天
気
が
崩
れ

る
。

②
風
の
吹
き
方
は
、
図
２
の
よ
う

に
低
気
圧
の
中
心
に
向
か
っ
て
反

時
計
回
り
に
吹
く
。
そ
の
た
め
、

風
向
き
の
変
化
か
ら
低
気
圧
の
接

近
や
通
過
と
い
っ
た
天
気
変
化
の

変
わ
り
目
を
察
知
で
き
る
。
た
だ

し
、
山
で
は
地
形
の
影
響
で
風
向

が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
も

注
意
し
た
い
。
ま
た
、
山
で
特
に

要
注
意
な
の
は
低
気
圧
や
寒
冷
前

線
の
通
過
後
に
寒
い
北
風
が
吹
く

こ
と
で
、
寒
気
が
強
い
と
氷
雨
や

み
ぞ
れ
、
冬
な
ら
吹
雪
を
も
た
ら

し
、
低
気
圧
の
通
過
イ
コ
ー
ル
天

気
回
復
に
は
な
ら
な
い
場
合
が
あ

る
。

③
低
気
圧
は
発
達
し
な
が
ら
東
進

す
る
。
今
は
弱
そ
う
に
見
え
る
低

気
圧
で
も
近
づ
く
頃
に
は
強
ま
っ

て
い
る
の
で
油
断
は
禁
物
。
中
に

は
急
発
達
す
る
も
の
も
あ
り
、
早

く
か
ら
荒
天
に
な
り
や
す
く
要
注

わ
せ
て
暖
か
い
南
風
か
ら
冷
た
い
北

風
に
変
わ
る
の
で
悪
天
候
と
合
わ
せ

て
激
し
い
気
温
変
化
や
強
風
に
も
注

意
が
必
要
だ
。

　

今
回
は
理
論
的
な
話
が
中
心
だ
っ

た
が
、
次
号
と
次
々
号
で
は
実
例
を

紹
介
す
る
の
で
理
解
を
さ
ら
に
深
め

よ
う
。
先
ほ
ど
、
低
気
圧
や
前
線
が

近
づ
く
と
天
気
が
崩
れ
る
と
述
べ
た

が
、
日
本
列
島
で
は
低
気
圧
が
近
づ

く
と
逆
に
天
気
が
一
旦
良
く
な
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
冬
山
で
は
重
要

な
知
識
な
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

次
回
以
降
で
。
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　全国連盟自然保護委員会は 7
月 11 日（土）～ 12 日（日）、
長野県山岳総合センターで長
野県連盟の主管による第 23 回
労山自然保護講座を開催した。
関東を中心に徳島、岡山、京都、
奈良、愛知などから 28 名が参
加。受け付けでは、「体温測定、
手指消毒、マスクの貸与」を
はじめ、入り口を開放するな
ど感染対策を徹底した。
　初日は静岡ライチョウ研究
会会長朝倉俊治氏の講演を中
心に論議を深め、二日目は隣
接する「大町山岳博物館」の
学芸員によるライチョウの飼
育・繁殖の取り組みについて
のプレゼンを聞いた。ここで
は、朝倉氏の講演を中心にま
とめてみた。

　
南
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
地
帯
で
の

　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
現
状

　

３０
年
前
の
信
州
大
学
の
調
査
に
よ

る
と
、ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、北
ア
ル
プ
ス
・

南
ア
ル
プ
ス
な
ど
で
合
わ
せ
て
３
０

０
０
羽
余
り
が
生
息
し
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
中
央
ア
ル
プ
ス
・
八

ケ
岳
な
ど
で
は
絶
滅
、
２
０
０
０
年

代
に
入
り
、
総
数
で
２
０
０
０
羽
を

切
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

南
ア
ル
プ
ス

荒
川
岳
・
赤
石

岳
の
生
息
数
は

６４
羽
（
２
０
１

７
年
環
境
省
調
査
）。
聖
岳
・
兎
岳
で

は
３５
羽
（
２
０
１
９
年
静
岡
市
調
査
）

で
、
今
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　

高
山
地
帯
で
比
較
的
生
息
数
が
減

ら
な
い
地
域
も
あ
る
。
富
山
県
立
山

で
は
こ
こ
４０
年
近
く
生
息
数
が
安
定

し
て
お
り
、
縄
張
り
数
で
１
０
０
前

後
を
保
っ
て
い
る
（
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、

一
つ
の
縄
張
り
に
平
均
２
・
５
羽
生

息
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
）。

　

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
本
来
、
数
百
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
で
縄
張
り
を
保
っ
て
行

動
し
て
い
る
が
、
生
ま
れ
て
一
年
経

た
な
い
幼
鳥
が
南
ア
ル
プ
ス
で
３０
㎞

余
り
を
縦
断
し
て
分
散
し
て
い
る
例

主催団体あいさつ（全国連盟の浦
添理事長）…コロナ渦の中、ご参
加ありがとうございます。この二
日間、山岳自然保護とライチョウ
の関係を学び、討論していただき
たいと思います。

主管団体の談話（長野県連盟の古
川澄雄理事長）…主管の打診があっ
た時、50 名を 30 名規模に減らし、
感染対策をしっかりやれば開催は
可能と回答しました。長野県は霧
ケ峰ビーナスライン反対の運動以
来、自然保護に熱心に取り組んで
きました。この講座も成功するこ
とを願っています。

朝倉氏による講演

28 名が参加
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カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
等
）
が
高
山
帯
に

侵
入
し
、
高
山
植
生
が
採
食
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
生
息
環
境
の
劣
化
。
そ

の
ほ
か
、
登
山
者
等
の
増
加
に
よ
る

オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
や
環
境
汚
染
（
感

染
症
の
原
因
菌
の
侵
入
等
）、
直
接
的

な
気
候
変
動
に
よ
る
営
巣
環
境
の
変

化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
気
温
が

２
℃
上
昇
す
れ
ば
多
く
の
高
山
帯
で

６０
％
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
消
滅
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
（
中
村
浩
志
氏
の
生

物
の
科
学
遺
伝
）。
環
境
省
は
２
０
２

０
年
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
増
殖
事
業
と

し
て
、
①
中
央
ア
ル
プ
ス
駒
ヶ
岳
周

辺
で
飼
育
卵
の
野
生
復
帰　

②
妙
高

戸
隠
連
山
国
立
公
園
火
打
山
周
辺
の

イ
ネ
科
植
物
の
駆
除　

③
南
ア
ル
プ

ス
北
岳
周
辺
で
の
縄
張
り
数
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
捕
食
者
対
策
試
験
を
掲
げ

て
い
る
。

　
登
山
者
と
し
て
何
が
で
き
る
か
？

　

登
山
中
に
見
か
け
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
記
録
を
環
境
省
の
「
い
き
も
の
ロ

グ
」
や
長
野
県
の
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ

も
あ
る
（
２
０
１
３
年
～
２
０
１
６

年
の
間
）。

　
減
少
原
因
に
地
球
温
暖
化

　

２
０
１
４
年
第
１
期
ラ
イ
チ
ョ
ウ

保
護
事
業
実
施
計
画
（
環
境
省
）
に

よ
る
と
、
以
下
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
①
捕
食
者
と
な
り
う
る
種

（
キ
ツ
ネ
や
カ
ラ
ス
等
）
が
生
息
地
へ

分
布
を
拡
大
し
た
こ
と
。
②
従
来
生

息
し
て
い
な
か
っ
た
種
（
ニ
ホ
ン
ジ

ポ
ー
タ
ー
ズ
」
な
ど
の
ネ
ッ
ト
に
届

け
る
こ
と
は
、
現
状
を
確
認
し
伝
え

る
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
ラ
イ
チ
ョ

ウ
の
足
に
は
実
態
調
査
の
た
め
に
「
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

場
合
が
あ
る
。
も
し
写
真
を
撮
っ
て

送
る
な
ら
、
こ
の
「
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
」

も
一
緒
に
写
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
少
な
い
研
究
者
が
少
な
い

予
算
で
苦
労
し
て
い
る
活
動
を
応
援

す
る
た
め
、
登
山
者
と
し
て
唯
一
の
、

そ
し
て
誰
で
も
で
き
る
活
動
で
あ
る

（
そ
の
際
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
行
動
に
配

慮
し
て
写
真
無
し
で
も
良
い
）。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
し
て
大
き

く
は
火
力
発
電
所
や
排
気
ガ
ス
問
題

が
挙
げ
ら
れ
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
３０
％
以
上
は
国
や
企
業
な
ど

に
あ
る
が
、
食
生
活
や
移
動
手
段
、
住

居
な
ど
で
も
６０
％
を
超
え
る
影
響
が

あ
る
と
い
う
（
環
境
省
白
書
）。
国
際

的
に
約
束
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

計
画
を
守
ら
せ
る
活
動
と
共
に
、
自

分
た
ち
の
生
活
の
足
元
も
再
度
見
直

す
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
本
誌
・
田
上
千
俊
）

（写真・資料の提供＝朝倉氏）

6 月 7 日茶臼岳南の
なわばり♂（3 年連続）
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四
国
で
３
２
３
基
も
の

　
風
力
発
電
計
画

　

徳
島
県
北
部
か
ら
佐
田
岬
に
沿
っ

て
東
西
に
中
央
構
造
線
が
走
り
、
こ

の
南
部
に
剣
山
系
、
石
鎚
山
系
な
ど

の
複
雑
な
地
質
構
造
を
持
つ
急
峻
な

山
岳
地
形
が
四
国
の
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
四
国
で
の
山
岳
に
お
け
る
風
力
発

電
建
設
開
発
計
画
が
こ
こ
数
年
、
急

激
に
浮
上
し
て
き
て
い
る
。

　

四
国
に
は
す
で
に
１
５
６
基
の
風

力
発
電
施
設
（
風
車
）
が
稼
働
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
風

車
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
海
に
近

い
比
較
的
に
緩
傾
斜
な
尾
根
上
に
設

置
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数

年
で
こ
の
状
況
は
一
変
し
、
四
国
の

あ
ら
ゆ
る
山
岳
地
域
を
中
心
に
３
２

３
基
も
の
風
力
発
電
建
設
が
計
画
中

で
あ
る
。

　
徳
島
で
は
山
岳
３
団
体
が

　
共
同
で
反
対
運
動

　

徳
島
県
で
は
、
２
０
１
８
年
３
月

末
に
オ
リ
ッ
ク
ス
（
株
）
が
環
境
配

１
７
５
ｍ
、
ロ
ー
タ
ー
幅
だ
け
で
も

１
１
７
ｍ
と
い
う
巨
大
な
も
の
が
４

２
基
も
設
置
さ
れ
る
計
画
。
こ
の
山

域
は
剣
山
の
東
側
に
連
な
る
四
国
山

地
の
貴
重
な
冷
温
帯
の
植
生
が
分
布

す
る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
に

育
ま
れ
た
希
少
野
生
動
植
物
の
宝
庫

で
も
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
四
国

で
は
数
十
頭
し
か
い
な
い
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
生
息
区
域
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
徳
島
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
は
４
月
に
は
す
ぐ
に
計
画

反
対
の
方
針
を
決
め
、
他
の
徳
島
県

の
山
岳
３
団
体
と
協
議
し
、
共
同
で

知
事
と
業
者
に
意
見
書
を
提
出
す
る

と
と
も
に
反
対
署
名
活
動
を
展
開
し

た
。
ま
た
、
山
岳
団
体
だ
け
で
な
く

野
鳥
の
会
な
ど
自
然
保
護
団
体
や
学

識
経
験
者
も
連
携
し
た
風
力
発
電
学

習
会
や
計
画
地
の
研
修
登
山
な
ど
も

行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
全
国
連

盟
の
労
山
自
然
保
護
講
座
を
徳
島
県

神
山
町
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
こ

の
風
力
発
電
施
設
の
現
地
視
察
も
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
県
知
事
、

環
境
省
、
経
済
産
業
省
の
３
省
庁
か
ら

慮
書
を
徳
島
県
に
提
出
し
た
こ
と
に

よ
り
巨
大
な
風
力
発
電
施
設
の
計
画

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に

設
置
さ
れ
た
徳
島
県
の
風
力
発
電
施

設
に
比
較
し
て
高
さ
が
２
倍
近
く
の

も
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ

も
企
業
側
に
計
画
の
不
備
を
指
摘
し

見
直
し
を
示
唆
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

徳
島
県
に
は
、
各
団
体
や
学
識
経
験

者
が
連
携
す
る
組
織
が
あ
り
、
協
調

し
た
活
動
が
行
政
に
効
果
的
に
働
い

た
成
果
と
思
わ
れ
る
。
オ
リ
ッ
ク
ス

（
株
）
に
は
そ
の
後
、
新
た
な
動
向
は

見
ら
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
２
０
年
５
月
、

今
度
は
Ｊ
Ａ
Ｇ
国
際
エ
ナ
ジ
ー
（
株
）

に
よ
り
、
那
賀
・
勝
浦
風
力
発
電
計

画
と
那
賀
・
海
部
・
安
芸
風
力
発
電

片山博之　徳島県勤労者山岳連盟　自然保護担当理事
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計
画
と
い
う
、
２
つ
の
山
域
で
の
７０

基
も
の
風
車
に
よ
る
風
力
発
電
施
設

の
環
境
配
慮
書
が
県
に
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
つ
い
て
も
先
の
計

画
と
同
様
に
、
登
山
団
体
や
環
境
団

体
が
協
同
で
知
事
に
意
見
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
地
元
説
明
会
等
に

よ
り
地
域
住
民
と
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
る
。

　

私
た
ち
は
ク
リ
ー
ン
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
増
や
す
こ
と
は
賛
成
で
あ

の
企
業
に
よ
る
２０
基
の
巨
大
風
力
発

電
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
高
知
県
で
は
先
述
の
オ
リ
ッ
ク
ス

（
株
）
が
四
万
十
町
と
四
万
十
市
の
境

の
稜
線
上
に
最
大
４９
基
も
の
巨
大
風

力
発
電
施
設
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、

土
佐
清
水
市
と
三
原
村
の
境
の
稜
線

に
も
合
計
４５
基
も
の
風
力
発
電
施
設

が
、
日
立
系
列
の
企
業
に
よ
り
計
画

中
で
あ
る
。
建
設
計
画
の
急
増
の
背

景
に
は
、
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制

る
が
、し
か
し
、そ
れ
と
引
き
換
え
に
、

貴
重
な
自
然
が
残
る
山
に
大
規
模
な

工
事
を
行
い
、
生
態
系
や
自
然
景
観

を
壊
し
た
り
、
そ
こ
を
活
用
す
る
地

域
住
民
等
の
生
活
を
脅
か
す
計
画
に

は
同
意
で
き
な
い
。

　
建
設
計
画
は
愛
媛
・
高
知
で
も
！

　

徳
島
県
に
お
け
る
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
た
が
、
愛
媛
県
で
も
２
つ

度
が
残
り
２０
年
と
な
り
、
駆
け
込
み

需
要
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
処
す
る
た

め
、
四
国
内
で
の
連
携
が
必
要
と
な
り
、

２
年
前
よ
り
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
き

た
愛
媛
風
車
ネ
ッ
ト
、
四
万
十
ふ
る
さ

と
の
自
然
を
守
る
会
、
ヤ
イ
ロ
チ
ョ
ウ

を
守
る
会
、
四
国
自
然
史
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
、
本
県
か
ら
は
日
本
野
鳥

の
会
徳
島
県
支
部
、
徳
島
県
勤
労
者

山
岳
会
等
が
協
同
し
て
、
四
国
の
風

力
発
電
施
設
を
巡
る
動

向
や
課
題
を
報
告
し
あ

う
「
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
行
っ
た
。

情
報
共
有
や
そ
の
問
題

点
の
情
報
発
信
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
四
国
の
山

で
行
わ
れ
て
い
る
風
力
発

電
の
現
状
を
多
く
の
県
民

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
。
我
々
は
労
山
自

然
保
護
憲
章
に
基
づ
き
、

山
岳
自
然
を
守
り
、
登

山
文
化
を
継
承
発
展
す

る
こ
と
に
努
力
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

剣山見ノ越登山口で行った天神丸風力発電計画反対署名

徳島県勤労者山岳連盟による風力発電地域説明会
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会
員
の
山
の
写
真
で
つ
づ
る

２
０
２
１
年 

労
山
カ
レ
ン
ダ
ー

申
し
込
み
受
付
開
始

　

来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
間
も
な
く

完
成
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
版
に
比
べ
て
サ
イ
ズ

が
大
き
く
な
っ
た
中
綴
じ
Ｂ
４
判

で
、
飾
る
と
Ｂ
３
サ
イ
ズ
（
３
６
４

㎜
×
５
１
５
㎜
）
名
入
れ
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
裏
表
紙
に
全
地
方
連
盟
の

連
絡
先
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
は
写
真
撮
影
か

ら
販
売
ま
で
会
員
が
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
山

の
写
真
。
７
月
７
日
に
全
国
連
盟
事

務
所
で
実
施
し
た
選
考
会
で
、
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
・
小
松
由
佳
さ
ん
に

よ
り
、
応
募
総
数
２
１
０
点
（
応
募

者
３７
人
）
か
ら
１３
点
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
者
の
７
割
は
、
今
回
初
め
て

応
募
方
法
と
し
て
取
り
入
れ
た
Ｗ

Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
で
し
た
。
応

募
者
か
ら
は
「（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
応
募
）
操

作
は
簡
単
だ
っ
た
」「
募
集
期
間
を

も
っ
と
長
く
し
て
ほ
し
い
」「
ど

の
よ
う
に
審
査
さ
れ
る
の
か
心
配
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
カ

レ
ン
ダ
ー
仕
様
に
つ
い
て
「（
以
前

の
）
大
判
に
戻
し
て
ほ
し
い
」「
月

曜
始
ま
り
は
使
い
に
く
い
」
と
の

要
望
も
届
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
版
も
月
曜
始
ま
り

の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
が
、
前
述
の

よ
う
に
サ
イ
ズ
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
多
く
の
方
に
ご
自
宅
等
に
飾
っ

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
感
想
・
要
望
も
寄

せ
て
く
だ
さ
い
。

写
真
選
考
の
所
感小

松
由
佳

　

本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
も

力
作
揃
い
で
、
皆
様
が
山
と

真
摯
に
向
き
合
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
作
品

の
数
々
で
し
た
。

　

今
回
の
傾
向
と
し
て
は
、

夏
の
写
真
応
募
が
圧
倒
的
に

多
く
、
秋
・
冬
の
応
募
が
少

な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
応
募

の
ほ
と
ん
ど
が
デ
ジ
タ
ル
写

真
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

解
像
度
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
色
調
の

ば
ら
つ
き
が
目
立
ち
ま
し
た
。ま
た
、

動
植
物
か
ら
山
の
自
然
を
捉
え
た
ユ

ニ
ー
ク
な
写
真
が
あ
っ
た
こ
と
も
印

象
的
で
し
た
。

　

息
を
呑
む
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
作

品
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
美
し

い
光
を
捉
え
て
い
る
こ
と
、
構
図
、

そ
し
て
そ
の
山
な
ら
で
は
の
景
観
が

感
じ
ら
れ
る
か
な
ど
の
観
点
か
ら
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

表
紙
の
「
イ
ル
カ
岩
と
槍
ヶ
岳
」

は
、
奇
岩
が
主
役
の
個
性
的
で
哲
学

的
な
写
真
で
す
。
１
月
の
「
烈
風
吹

く
厳
冬
期
の
富
士
山
」
は
、
冷
え
冷

え
と
し
た
、
厳
冬
期
の
山
の
厳
し
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
２
月
の
「
頂
へ

の
思
い
」
は
、
吹
き
す
さ
ぶ
風
雪
の

一
瞬
を
撮
っ
た
だ
ろ
う
一
枚
。
雪
煙

舞
う
斜
面
を
登
る
人
影
に
、
ま
さ
に

山
頂
へ
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
す
。
３
月
の
「
陰
影
に
刻
む
ト

昨年の選考の様子。今回も同様の形式で行った
26



●会員の方

所属会を通じて各地方
連盟へお申し込みくだ
さい。
価格等は地方連盟へお
たずねください。

●全国連盟へ直接申し込み
1 部 1,000 円（税込み） 

※別途送料  1 部 430 円、2 部 590 円、3 部以上は要問い合わせ

住所・氏名・電話番号を明記して郵便振替で送金してください。
入金確認後に発送します。（お急ぎの場合は、送金後に下記へご連絡下さい）

郵便振替口座：00180-0-212568　名義：日本勤労者山岳連盟事務局

［問い合わせ］日本勤労者山岳連盟事務局 電　話：03-3260-6331（平日 10 時〜 18 時）

F A X：03-3235-4324 　メール：jwaf@jwaf.jp

レ
ー
ス
」
は
、
谷
へ
と
吸
い
込
ま
れ

て
い
く
よ
う
な
不
思
議
で
美
し
い
一

枚
。
光
と
影
の
織
り
な
す
雪
面
の
芸

術
を
捉
え
た
作
品
で
す
。４
月
の「
立

山　

雷
鳥
」
は
、
雷
鳥
の
さ
り
げ
な

い
立
ち
姿
を
ご
く
自
然
に
捉
え
て
い

ま
す
。
５
月
の
「
古
道
に
咲
く
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
」
は
、
大
樹
の
重
厚
な
存
在

感
と
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
鮮
や
か
な
対

比
が
印
象
的
な
一
枚
。
６
月
の
「
真

赤
に
染
ま
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」
は
、

山
上
の
短
い
夏
の
訪
れ
を
凝
縮
し
た

よ
う
な
色
彩
豊
か
な
一
枚
で
す
。
一

面
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
に
感
激
し
た
と

い
う
撮
影
者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。
７
月
の
「
踊
る
チ
シ

マ
ノ
キ
ン
バ
イ
と
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
」

は
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
を
バ
ッ
ク
に
咲
き

誇
る
チ
シ
マ
ノ
キ
ン
バ
イ
の
強
さ
、

美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
一
枚
。
山
と

花
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
夏
ら
し
く
爽

や
か
で
す
。
８
月
の
「
大
き
な
山
の

片
隅
で
」
は
、
い
つ
ま
で
も
眺
め
て

い
た
く
な
る
よ
う
な
一
枚
。
構
図
の

面
白
さ
、
光
の
捉
え
方
も
絶
妙
で

す
。
９
月
の
「
光
る
穂
波
」
か
ら
は
、

秋
深
ま
る
山
の
空
気
感
、
静
寂
が
伝

わ
り
、
逆
光
に
輝
く
コ
メ
ス
ス
キ

が
、
何
か
を
語
り
か
け
て
く
る
よ

う
な
気
配
す
ら
あ
り
ま
す
。
１０
月

の
「
行
く
秋
」
は
、
静
か
な
秋
の

風
景
を
そ
っ
と
捉
え
た
作
品
。
調

和
し
た
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
１１
月
の
「
上
州
か
ら
の
山
脈
」

は
、
構
図
の
整
っ
た
美
し
い
一
枚
。

秋
の
山
脈
の
独
特
の
寂
寥
感
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
１２
月
の
「
ラ
イ

チ
ョ
ウ
と
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
」
は
ネ

パ
ー
ル
の
山
の
風
土
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
一
枚
。

　

ど
れ
も
、
四
季
折
々
の
山
の
魅

力
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
捉

え
た
素
晴
ら
し
い
写
真
で
し
た
。

　

今
年
は
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
以
前
の
よ
う
に
山
に
行
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

い
つ
か
ま
た
、
仲
間
同
士
で
集
い

合
え
る
登
山
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
戻
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

 各月の当選者（敬称略）とタイトル
  1  月　江藤幸夫（静岡勤労者山岳会）「烈風吹く厳冬期の富士山」
  2  月　金谷與治（チャムラン山の会）「頂への想い」（福井・荒島岳）	
  3  月　漆崎隆之（十日町おだまき山の会）「陰影に刻むトレース」（鳥海山 千蛇谷）	
  4  月　井上正治（神楽坂アルパインクラブ）「立山 雷鳥」	
  5  月　出口泰久（みちくさハイキングクラブ）「古道に咲くヤマツツジ」（紀伊山地・護摩壇山）
  6  月　海野一彦（ナチュラルマウンテリングクラブ）「真赤に染まるレンゲツツジ」（長野・前鉢伏山）	
  7  月　齋藤健志（ちば山の会）「踊るチシマノキンバイとトムラウシ山」（北海道）	
  8  月　林弘幸（須磨勤労者山岳会）「大きな山の片隅で」（白馬岳）
  9  月　岡孝雄（プリムラ山の会）「光る穂波」（那須・茶臼岳）
10 月　橋本紀美子（太田ハイキングクラブ）「行く秋」（福島・会津駒ヶ岳）	
11 月　石橋和彦（野木山想会）「上州からの山脈」（群馬・武尊山）
12 月　富澤士郎（毛ッ久里山の会）「ライチョウとアマダブラム」（ネパール）

表紙は宮澤健二さん（十日町おだまき山の会）
「イルカ岩と槍ヶ岳」（燕岳）

B4 判・28 ページ
月曜始まりカレンダー

申
し
込
み
方
法
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
以
前
の
よ
う
な
山
行
が
で
き

な
い
方
も
多
い
。
外
出
を
控
え
る
こ
と

は
筋
力
低
下
に
直
結
す
る
た
め
、
本
誌

6
月
号
で
石
田
良
恵
さ
ん
（
日
本
ウ
ェ

ル
ネ
ス
大
学
教
授
）
に
「
こ
れ
か
ら
も

山
に
行
け
る
体
力
・
筋

力
を
維
持
し
よ
う
！
」

と
題
し
て
室
内
で
で
き

る
筋
ト
レ
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
全
国
連
盟

で
は
7
月
末
に
石
田
良

恵
さ
ん
監
修
の
動
画
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

開
。
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体

操
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
体
操
の
見
本
動
画
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。７
分
に
満
た
な
い
動
画
な
の
で
、

こ
れ
を
参
照
し
て
生
活
に
筋
ト
レ
を

取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開

「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
」

「
目
で
見
る
労
山
の
歴
史
」

YouTube での視聴方法：インターネットのつ
ながる PC やスマホで以下の URL にアクセス
する。https://youtu.be/s2vDevn8sm0　
※また、日本勤労者山岳連盟 60 年のあゆみ
がまとめられた「目で見る労山の歴史」も公
開している。https://youtu.be/4ZMriiB80vA

「回想の山・谷川岳」 岡 孝雄  写真展のお知らせ
　プリムラ山の会（東京都連盟）の会員、岡孝雄さんの写真展が谷川岳山麓
の谷川温泉でひらかれている。当初予定 4 月ではなく 9 月から開催されるこ
とになったのは、新型コロナウィルスの感染拡大により会場が休業したため。
会期中は休館日なし、入場は無料。

会場：群馬県利根郡みなかみ町谷川 524-1
         旅館たにがわ「橋本勝・谷川岳フォトギャラリー」
会期：9月 10 日（木）～ 11 月 12 日（木）9：00 ～ 20：00
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5
日　

遭
難
対
策
部
会

6
日　

自
然
保
護
委
員
会

18
日　

三
役
会
議

25
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

27
日　

第
６
回
理
事
会　

　

第
6
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
今
後
の
行
事
に
つ
い
て

　

予
定
し
て
い
る
行
事
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
も
取
り
入
れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
施
し
な
が
ら

参
加
者
を
絞
り
込
ん
で
開
催
し
て
い
く
。

②
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

労
山
シ
ス
テ
ム
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
、
登

録
内
容
を
正
確
に
し
て
い
く
。
5
年
前
の
更
新

と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
会
員
証
の
再
発
行
を

行
う
。

③
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
に
つ
い
て

　

総
会
の
結
果
を
検
討
し
て
、
今
後
の
賛
助
団

体
と
し
て
の
対
応
を
決
め
る
。

瑞牆山本峰・南壁下部左岩峰洞窟ルートの登攀 山頂を目指すクライミング（瑞牆山・トムソーヤの冒険ルート）
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ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
）
で
あ
る
。

　

運
営
委
員
会
と
し
て
は
、
事
前
に
、

特
典
条
件
に
該
当
し
て
い
る
か
確
認

し
た
上
で
交
付
申
請
を
し
て
い
た
だ

け
る
と
非
常
に
あ
り
が
た
い
。 

（
陶
山
正
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

〇
自
然
保
護
委
員
会

　
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
の

　
抱
負

　

今
回
、
全
国
連
盟
の
自
然
保
護
委
員

会
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
徳
島
県
勤

労
者
山
岳
連
盟
の
片
山
で
す
。
大
学
生

よ
り
登
山
を
趣
味
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
自
然
保
護
に
も
関
心
を
持
ち
、
１０

年
前
か
ら
徳
島
県
連
で
自
然
保
護
担
当

理
事
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
自
然
林
等
の
食
害
の

防
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
、
貴
重

な
自
然
の
残
る
山
域
に
風
力
発
電
の
計

画
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
登
山
団
体
だ
け
で
な
く
、
他
の
環

境
団
体
な
ど
と
も
連
携
し
て
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
は
生
物
多
様
性
の
減
少
や
地
球

温
暖
化
な
ど
世
界
的
な
大
き
な
課
題
が

顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
我
々
、
登

山
者
は
こ
の
よ
う
な
自
然
の
劣
化
を
最

も
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
貴
重
な
山
岳
自
然
と
そ
の
環
境

を
利
用
し
て
生
息
す
る
動
植
物
な
ど
を

今
後
も
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
こ
と

を
私
の
使
命
と
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
片
山
博
之
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

〇
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
昨
今
の
登
山
に
つ
い
て

　

毎
年
多
く
の
登
山
者
で
賑
わ
う
夏

の
風
物
詩
・
富
士
登
山
。
今
年
は
異

例
の
全
面
登
山
禁
止
と
な
り
、
８
月

の
絶
好
の
登
山
日
和
に
、
無
人
の
登

山
道
と
山
頂
の
放
送
映
像
を
見
て
、

衝
撃
と
落
胆
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

今
年
初
め
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
影
響
で
、

登
山
の
環
境
・
ス
タ
イ
ル
は
一
変
し

た
。
山
小
屋
・
テ
ン
ト
場
等
の
休
業

や
営
業
縮
小
に
よ
り
、
ど
こ
の
山
域

も
受
入
れ
人
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
２
～
７
月
の
審
査
状
況
、

　
委
員
会
の
運
営
状
況

　

２
月
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

審
議
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
（
事
前
審
査
は
委
員
の

約
３
割
の
人
数
で
実
施
）。
今
年
か
ら

昭
文
社
「
山
と
高
原
地
図
」
２
０
２

０
年
版
の
ア
プ
リ
を
契
約
し
、
最
新

の
情
報
で
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
月
か
ら
７
月
ま
で
の
６
ヶ
月
間

で
交
付
申
請
は
１
２
４
件
あ
り
、
す

べ
て
交
付
を
行
っ
た
。
審
議
内
容
結

果
は
通
常
交
付
９８
件
、
３
倍
特
典
交

付
は
２６
件
（
３
倍
特
典
交
付
申
請
３５

件
の
内
９
件
は
通
常
交
付
に
変
更
）、

交
付
後
に
再
審
査
請
求
を
受
け
て
承

認
さ
れ
た
の
は
２
件
。

　

特
徴
的
な
の
は
３
倍
交
付
か
ら
通

常
交
付
に
な
っ
た
も
の
が
９
件
と
意

外
と
多
い
こ
と
で
あ
る
。
運
営
委
員

会
で
事
前
審
査
で
最
も
時
間
が
か
か

る
の
が
、
３
倍
特
典
交
付
の
審
査

（
コ
ー
ス
タ
イ
ム
・
一
般
登
山
道
・
山

行
形
態
等
を
地
図
と
申
請
資
料
で
調

査
し
、
特
典
条
件
の
該
否
を
確
認
、
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登
山
を
行
う
に
し
て
も
、
出
発
か
ら

帰
宅
ま
で
様
々
な
配
慮
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
三
密
を
避
け
る
こ
と
に
注

意
を
払
い
、
大
人
数
の
山
行
は
避
け
、

ま
た
万
一
の
急
病
や
事
故
が
起
き
た

と
き
の
困
難
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会
が
企
画
し
毎

年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
、
９
月

の
全
国
の
集
会
も
、
残
念
で
あ
る
が

来
年
に
延
期
さ
れ
た
。
つ
い
こ
の
間

ま
で
の
よ
う
に
、
何
の
気
兼
ね
も
な

く
登
山
が
楽
し
め
る
と
き
が
早
く
来

る
こ
と
を
願
い
、
楽
し
み
に
待
ち
た

い
。

（
吉
田
敬
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
）

〇
遭
難
対
策
部

　
脳
疾
患
で
の
死
亡
事
故

　

７
月
６
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
に

届
い
た
事
故
一
報
は
２３
件
２３
名
。

　

脳
疾
患
で
の
死
亡
事
故
が
４
月
２９

日
に
発
生
し
た
。
事
故
者
は
体
調
が

悪
い
と
の
事
で
同
行
者
と
別
れ
た
後

に
行
方
不
明
と
な
り
、
翌
日
の
捜
索

で
発
見
さ
れ
、
く
も
膜
下
出
血
と
診

断
さ
れ
た
。
今
年
の
死
亡
事
故
は
、

１
月
の
心
疾
患
に
よ
る
事
例
、
今
回

の
脳
疾
患
の
事
例
と
、
山
行
中
に
突

然
、
病
状
が
発
生
し
て
い
る
。
体
調

が
悪
い
時
ほ
ど
、
同
行
者
は
注
意
深

く
観
察
し
、
付
き
添
い
下
山
す
る
事

が
重
要
だ
。
山
で
の
発
病
は
、
対
応

が
難
し
く
、
日
頃
か
ら
の
本
人
の
体

調
管
理
や
無
理
な
山
行
は
控
え
る
事

も
大
切
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
自
粛
明
け
の
事
故
報
告
が

急
増
し
て
い
る
。
特
に
、
登
攀
、
沢

登
り
、
人
工
壁
で
の
事
故
が
多
い
。

山
行
は
レ
ベ
ル
を
下
げ
、
無
理
な
動

き
、
確
保
に
つ
い
て
は
確
認
を
十
分

に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

所
属
連
盟
は
、
東
京
５
名
、
道
央

４
名
、
神
奈
川
・
新
潟
２
名
、
道
東
・

青
森
・
群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
滋
賀
・

京
都
・
兵
庫
・
広
島
・
山
口
１
名
。

男
性
１０
名
、
女
性
１３
名
。
４０
代
５
名
、

５０
代
８
名
、
６０
代
７
名
。
７０
代
３
名
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

事故発生日 地方連盟 山名 山行形態 傷病名
1 06/27 東京 瑞牆山 岩登り 墜落 ビレー器のロック外れ 踵骨骨折
2 06/27 東京 塔ノ岳 無積雪 転倒 足を滑らせ尻餅/転倒 左手首骨折
3 07/12 東京 真名井沢 沢登り 滑落 足を滑らせ3m程滑落 左肩脱臼と靭帯断裂

4 04/29 滋賀 矢筈ヶ岳 無積雪 不明 不明 くも膜下出血（死亡）

5 07/15 道央 白雲岳 無積期 転倒 下り坂で転倒 肋骨骨折
6 07/14 東京 室内ジム 人工壁 墜落 クリッピングに失敗 左手親指骨折
7 07/18 東京 笠取山 無積雪 転倒 橋の横木に足を乗せ滑る 頭部裂傷
8 06/28 神奈川 足尾/大岩沢 沢登り 転倒 スリップし右足を捻る 右足首捻挫
9 07/11 道東 斜里岳/二の沢 沢登り 滑落 足を滑らせ滑落 脳震盪/腰部打撲

10 07/10 新潟 子持山 岩登り 墜落 手が滑って左足を打った 左足甲靭帯断裂

11 07/05 京都 室内ジム 人工壁 墜落 ボルダリングで2m墜落 腰椎12番骨折
12 07/19 道央 夕張岳 沢登り 転倒 バランスを崩して横転 右足親指靭帯断裂

13 07/24 青森 岩木山 無積雪 転倒 バランスを崩し斜面に転倒 頭部裂傷
14 07/17 千葉 上富良野岳 無積雪 転倒 ザックに振られて転倒 右足首腓骨骨折

15 07/04 新潟 室内ジム 人工壁 体勢 登る時に腕を捻る 右肩肉離れ
16 07/23 山口 由布岳 無積雪 転倒 足を滑らせ転倒 右目上裂傷
17 07/19 兵庫 龍王山 無積雪 転倒 沢沿いの石で転倒 左手首ひび
18 08/01 神奈川 東沢 沢登り 転倒 渡渉中に転倒 右手中指骨折
19 07/19 広島 茶臼山 無積雪 転倒 滑って尻餅で転倒 左橈骨遠位端骨折

20 07/19 群馬 室内ジム 人工壁 体勢 左膝の痛み 左膝半月板損傷

21 07/24 埼玉 男体山 無積雪 体勢 右脚に力が入らない 右腓骨近位端骨折

22 07/17 道央 植別川 沢登り 転倒 肉離れからスリップ 切り傷
23 08/03 道央 硫黄岳 無積雪 転倒 バランスを崩し二回転 右足腓骨骨折

事故原因

7 月 6 日から 8 月 5 日までに届いた事故一報

事故一報の受領順で掲載
31



新型コロナ禍の影響で、軒並み集会等、中止・延期を余儀されるなか、私が関わる「被爆者の声を
うけつぐ映画祭 2020」も中止としたが、継続の要望が多く‟被爆の実相を伝える” 火を消さない
ために、感染対策、事前予約、人数制限など施して 10 月、東京・武蔵大で開催を決めた。（橋口）

8 月の上旬、福島の山を訪れた。風雨に見舞われた安達太良山は厳しさを、山の日の磐梯
山は登山者の多さを実感。三日目都合で奥会津の民宿を急きょ予約。が、部屋は空いてい
たが都民という事で 2 件に断られた。10 年前の福島の震災の風評を思い出した。　（田上）

コロナ禍が続くが、熱中症で救急搬送されたリ亡くなる人の方がはるかに多いとか。高齢者の
一人として他人事ではない。一日おきに愛宕山へ登っているが早朝の時間でもちっとも涼しく
ない。猛烈な汗をかく。メッツ7のペースを維持してるはずだが、実情は8〜9である。（小倉）

新型コロナと熱中症のダブルパンチだ。コロナは連日千人超の感染者を出し、
熱中症は 8 月中旬一週間で一万三千人が全国で救急搬送されている。連日の猛
烈な暑さのためだ。例年なら夏山で猛暑も避けられるが、今年は？…　　（塩田）

定時ニュースのトップはもう何ヵ月もコロナ関連中心。年頭に誰がこんなことを予
想しただろう？　「緊急事態」を脱し「平穏な日常生活」を取り戻した国があるのに、
日本のコロナ対策は未だ右往左往の観。経済の更なる悪化が後を追いそうだ。（鈴木）

陰暦 8 月 15 日は中秋の満月である。一年中でこの夜の月が最も澄んで美しい。アメリカ
では、9 月の満月をハーベストムーンという。収穫月を意味する。先人たちは月の動きを観
察して農業や漁業、狩猟の目安にしていた。萩や虫の音、涼風が待ち遠しいこの頃だ。（今野）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄、三浦偉俊
DTP・デザイン　来住真太
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GW を前に、急激な新型コロナウイルス感染の拡大は、各会も「山行自粛」を
余儀なくされている。今後、長期化が予測される状況を注視して、本誌の企画
でも一定の検討が必要になるか、早期に感染の収束を切に願っている。　（橋口）

新型コロナウイルスのせいで色々と不自由ですね。人が集まるということで、
自然観察会も中止。桜の花見もご近所で、立ち止まって鑑賞。山の会の皆さんは、
どうしてますか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（本多）

東日本大震災から 9 年。東北は今？　政府は期限を切って、被災者支援、被災
地の復興を打ち切ろうとしている。福島では原発事故による増え続ける放射能
汚染水の海洋放出も。新型コロナの出現、人類のたたかいは続く。　　　（塩田）

先月近場で 1 本かっこいいのが登れたよ～。すっごい久々。ここのところの出控えご時
世についてはコメントのしようがないけど、3 月現在岩場＆クライマーほぼいつも通り。
いつまで続くかわからないけどね…（私の好調もね w あー泳ぎたい筋トレしたい : 水野）

人間は年を取ると一般的に体力だけではなく、頭脳も老化するのはなぜだろう。私の周辺
には「もうそんな苦労はしたくない！」という山仲間が少なくない。私は違う、長年の経
験を生かして死ぬまで努力を続け、高みを目指す！登山文化の継承・発展のために。（田上）

渡月橋から眺める保津川対岸の山々はピンク色の桜や萌黄色・薄緑・赤茶色の芽吹きの
様が絵具を散らしたように鮮やかに燃え盛り日々刻々と変化しています。まさに最高の
嵐山の情景ですが外人観光客の少ない今日、不安と落ち着かない春は異常です。（小倉）

乗り物の中がばかに涼しい。風が通る分、外より寒い…と思って顔を上げると、ど
の窓も開いている。一瞬文句を言いたくなったが、「密閉、密集、近距離」を避ける
コロナウィルス対策と気が付いた。日本もこれから「オーバーシュート」に？（鈴木）

昨年は新元号の発表時期だった。今年は一転して世界中に暗雲が立ち込めて先行きが不
透明な状況に直面している。でも自然の営みは確実に春を刻む。巣ごもりは肌に合わな
いし倦いてきたので、外界の自然に親しむ。カタクリ、菜の花畑、河津桜に心が和む。（今野）
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「（仮）Ｋ２～シリアへ」小松由佳 氏

「（仮）山岳保険の現状と労山基金」

【講師紹介】フォトグラファー。1982 年秋田県生まれ。2006 年、世界第二の高峰 K2（8611m）に日本人
女性として初めて登頂。植村直己冒険賞受賞。次第に風土に生きる人間の暮らしに惹かれ、
草原や沙漠を旅しながらフォトグラファーを志す。2012 年からシリア内戦・難民をテーマ
に撮影。著書に『オリーブの丘へ続くシリアの小道で～ふるさとを失った難民たちの日々～』

（河出書房新社）。2019 年・2020 年の労山カレンダー写真選考責任者。

川嶋高志
（日本勤労者山岳連盟 事務局長）

2020 年 11 月 14 日（土）13：00 ～17：00　

会　場：神田明神ホール（東京都千代田区）

参加費：1,000 円
※同日 18：00 ～、ホテル東京ガーデンパレス（東京都文京区）にて記念レセプションを開催予定

申し込み方法は
　全国連盟ホームページを

ご確認ください

2020 年 4 月号 19 ページ「ネパー
ル温泉紀行」の略図に誤りがあ
りましたので訂正します。
温泉地そばの白丸は、
誤）ドゥレム　正）シャガト
また、方位記号を記載しており
ませんでしたが、略図の上が南
となっていました。
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To
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A

sa
ku

ra

1952 年東京浅草生まれ。日本大学
文理学部地理学科卒業。技術士（環境
部門）。静岡ライチョウ研究会会長。
南アルプスユネスコエコパーク科学委
員会委員。日本野鳥の会静岡支部長。
株式会社環境アセスメントセンター取
締役。ライチョウの分布南限地域にお
いて毎年無雪期に月 1回程度の現地
調査を行っている。

朝倉俊治さん

　

メ
ー
ル
で
は
何
回
か
や
り
取
り
を

し
た
が
、「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
み
る
山
岳

自
然
と
温
暖
化
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
開
か
れ
た
全
国
自
然
保
護
講
座

（
※
）
の
会
場
で
は
１０
分
も
お
話
し
し

て
い
な
い
。
が
、
実
直
な
性
格
が
あ

ふ
れ
る
印
象
の
人
。
高
山
の
ハ
イ
マ

ツ
の
陰
で
じ
っ
と
か
た
ず
を
の
み
、

何
時
間
で
も
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
見
つ
め

て
い
そ
う
な
人
柄
で
あ
る
。

　

お
生
ま
れ
は
東
京
都
台
東
区
浅
草

で
、
造
花
屋
さ
ん
の
４
男
。
さ
ぞ
か

し
子
供
の
頃
は
鳥
や
動
物
が
好
き
で

自
然
の
中
を
闊
歩
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
ね
と
お
聞
き
す
る
と
、
鳥
に

は
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

大
学
で
も
「
気
象
予
報
官
」
を
目
指

し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
静
岡
市
に
あ
る

環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
就
職

し
た
。
騒
音
・
振
動
、
大
気
汚
染
の

調
査
、
生
物
調
査
、
環
境
計
画
な
ど
、

環
境
全
般
に
つ
い
て
、
官
庁
・
民
間

か
ら
発
注
を
受
け
て
仕
事
を
行
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
住
ま
い
も
浅
草
か

ら
静
岡
市
へ
転
居
し
た
。

　
奥
様
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

　
日
常
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

朝
倉
さ
ん
は
、
１
９
９
７
年
～
１

９
９
８
年
、
林
野
庁
の
南
ア
ル
プ
ス

南
部
光
岳
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の

「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
希
少
野
生
動
植
物
管
理

対
策
調
査
」
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
南
限
分
布

地
域
の
調
査
を
始
め
た
。

　

奥
様
と
息
子
さ
ん
二
人
の
４
人
家

族
。
奥
様
も
日
本
野
鳥
の
会
静
岡
支

部
会
員
で
、
野
鳥
へ
の
関
心
は
深
く
、

朝
倉
さ
ん
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
調
査
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
調
査
期
間
以
外
で
も
定
期

的
に
近
く
の
山
々
に
登
り
、
本
番
の

３
０
０
０
ｍ
で
の
調
査
に
備
え
て
い

る
そ
う
で
、
我
々
山
の
会
会
員
も
見

習
う
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
何
か
ご
苦
労
は
？
」
と

尋
ね
る
と
、「
世
界
の
南
限
で
も
あ
る

南
ア
ル
プ
ス
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
態

を
静
岡
県
在
住
者
と
し
て
明
ら
か
に

し
た
い
」
と
静
か
な
決
意
を
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。
こ
の
一
言
で
「
こ
の

調
査
の
大
き
な
価
値
」
が
理
解
で
き

た
よ
う
な
気
が
す
る
。

（
本
誌
・
田
上
千
俊
）

今
年
７
月
開
催
　
全
国
自
然
保
護
講
座
の
講
師

２０
年
以
上
続
け
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
態
調
査
と
保
護
の
た
め
、

３
０
０
０
ｍ
の
高
山
へ

※全国自然保護講座についての記事を本号 22 〜 23 ページに掲載しているので、ご参照ください。33



地
理
院
地
図
で
地
図
読
み
研
究
①
　
断
面
図
を
作
ろ
う

【
解
説
】

　

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
問
題
な

の
で
地
図
読
み
の
基
本
が
で
き

て
い
れ
ば
正
解
を
導
く
の
は
難

し
く
な
い
。
実
は
不
正
解
の
選

択
肢
も
図
中
に
記
載
さ
れ
て
い

る
徒
歩
道
ま
た
は
緩
や
か
な
尾

根
（
稜
線
）
を
辿
る
ル
ー
ト
の

断
面
図
で
あ
る
。
簡
単
に
解
け
た

人
は
、
解
答
図
を
見
る
前
に
他

の
断
面
図
が
ど
の
徒
歩
道
ま
た

は
尾
根
を
通
っ
た
と
き
の
も
の

か
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

　

①
の
ル
ー
ト
は
最
初
の
２
５

０
ｍ
で
約
１
０
０
ｍ
登
る
急
登

で
あ
る
。
該
当
す
る
の
は
ａ
、ｂ
、

ｄ
。
そ
の
後
は
緩
や
か
に
登
り
、

２
つ
め
の
分
岐
か
ら
登
り
気
味

136
図2

【問題】
　地図中の 3 区間を①→②→③と進んだ場合の各区間の断面図として
適切なものをａ～ｆのなかから選びなさい。なお各区間とも水平距離
は約 1㎞で、断面図の縦横比はすべて 4：1（目盛は縦横とも 100mごと）
である。

地理院地図より作成

　コロナ禍の夏が終わったが自由気ままに登山を楽しめる日々はもうしば
らく戻ってきそうにない。山を我慢して自宅周辺で過ごしている方も多い
だろう。晴れやかな気持ちで山に戻れたときに安全に山を楽しめるよう、
今こそ地図読みスキルを高めておこう。今月から 3 回にわたり、自宅でで
きる地図読み研究として地理院地図を使った地図読み研究法を紹介したい。
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の
ト
ラ
バ
ー
ス
と
な
り
、
残
り

２
５
０
ｍ
付
近
か
ら
約
５０
ｍ
の

登
り
が
あ
る
。
そ
の
後
は
小
さ

な
尾
根
谷
を
横
切
り
な
が
ら
ト

ラ
バ
ー
ス
す
る
区
間
と
な
る
。

ａ
は
ず
っ
と
急
登
が
続
き
、
急

な
下
り
が
あ
る
の
で
×
、
ｄ
は

最
初
の
急
登
あ
と
は
緩
や
か
に

下
り
、
そ
の
後
も
５０
ｍ
近
い
登

り
は
な
く
小
さ
な
登
り
下
り
を

繰
り
返
す
の
で
×
と
な
り
、
ｂ

に
絞
れ
る
。

　

②
の
ル
ー
ト
は
①
の
続
き
で

緩
や
か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
な
が
ら
下
り
基
調
の
ト

ラ
バ
ー
ス
か
ら
始
ま
り
、
５
０

０
ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
尾

一
部
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え

れ
ば
こ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
な

い
。

　

実
は
こ
の
問
題
の
断
面
図
も
誌

面
用
に
加
工
は
し
て
い
る
が
、
地

理
院
地
図
で
作
成
し
た
も
の
を
基

に
作
成
し
て
い
る
。
断
面
図
を
作

る
に
は
以
前
は
方
眼
用
紙
な
ど
を

用
意
し
て
、
丁
寧
に
作
図
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
等

高
線
を
き
ち
ん
と
読
め
て
い
る
必

要
が
あ
っ
た
し
、
等
高
線
で
表
現

さ
れ
な
い
小
さ
な
地
形
の
有
無
は

推
測
す
る
し
か
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、「
地
理
院
地

図
」
を
使
う
と
簡
単
に

根
へ
の
登
り
が
７０
ｍ
ち
か
く
あ

る
。
尾
根
に
出
て
か
ら
は
山
頂

に
向
け
て
緩
や
か
に
登
っ
て
い

く
。
該
当
す
る
の
は
ｃ
の
み
。

　

③
の
ル
ー
ト
は
緩
や
か
な
登

り
か
ら
始
ま
る
が
、
山
頂
付
近

は
距
離
１
５
０
ｍ
で
１
０
０
ｍ

以
上
の
急
登
と
な
る
。
山
頂
を

過
ぎ
る
と
緩
や
か
に
下
っ
て
い

く
。
等
高
線
に
現
れ
な
い
凹
凸

は
あ
り
そ
う
だ
が
、
大
き
く
登

る
こ
と
は
な
い
の
で
正
解
は
ｆ
。

　

実
際
の
山
行
で
も
こ
れ
か
ら

辿
る
ル
ー
ト
の
高
低
差
や
傾
斜

の
変
化
を
ぱ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
で

き
れ
ば
、
ペ
ー
ス
配
分
を
考
え

た
り
ル
ー
ト
を
正
し
く
辿
れ
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
に
使
え
た
り

で
き
る
。
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
課
題
の
１
つ
で
あ
る
。

【
断
面
図
の
作
り
方
】

　

ご
存
知
の
方
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
地
理
院
地
図
と
は
国
土
地

理
院
が
提
供
す
る
ウ
ェ
ブ
地
図

で
あ
る
。
最
新
の
地
形
図
や
航

空
写
真
、土
地
利
用
図
な
ど
様
々

な
地
図
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

日
々
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
て

い
る
が
、
最
近
は
地
図
を
加
工

す
る
機
能
が
多
数
実
装
さ
れ
て

お
り
読
図
研
究
に
は
も
っ
て
こ

い
の
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
無
料
。
我
々
の
税
金
の

正
確
な
断
面
図
を
作
成
で
き
る
。

さ
ら
に
等
高
線
に
現
れ
な
い
小

さ
な
地
形
の
凹
凸
ま
で
表
現
し

て
く
れ
る
。
よ
く
通
う
登
山
道

や
近
所
の
里
山
、
あ
る
い
は
憧

れ
の
ル
ー
ト
な
ど
様
々
な
場
所

の
断
面
図
を
作
成
し
、
地
形
の

高
低
差
や
傾
斜
の
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
読
図

練
習
の
た
め
に
自
分
で
断
面
図

を
描
い
て
み
て
、
そ
の
答
え
合

わ
せ
に
使
う
の
も
お
す
す
め
の

利
用
方
法
だ
。

画面右上の「ツール」メニューを選択し、さらに「断
面図」を選択。

断面図を作成したい始点を地図上でクリック。作
成したいルートや地形に沿ってクリックしながら
点を追加し線を伸ばして行く。間違えて押してし
まった場合は右クリックで 1 手戻せる。

最終点でダブルクリックすると自動的に断面図が
作成される。縦横比を変えたり画像や、経路を保
存し後で読み込み直すことも可能。

地理院地図より作成

【解答】

断面図の作り方
※画面や操作仕様は 2020 年 7 月の windows 版を基にしています



コマクサの咲く 7 月の大雪山

札
幌
中
央
勤
労
者
山
岳
会

札
幌
中
央
勤
労
者
山
岳
会  

北
海
道
勤
労
者
山
岳
連
盟

北
海
道
勤
労
者
山
岳
連
盟

い
う
分
析
も
可
能
だ
が
、
年
金
世
代

の
旺
盛
な
活
動
の
影
響
も
か
な
り
大

き
い
。
本
格
的
な
泊
ま
り
の
山
行
が

減
少
傾
向
と
い
う
現
状
は
残
念
で
も

あ
る
が
、
参
加
し
や
す
い
日
帰
り
山
行

が
多
い
と
い
う
こ
と
は
新
人
に
と
っ

て
は
山
に
行
き
や
す
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
だ
ろ
う
。
年
金
世
代
の
お

か
げ
で
平
日
の
山
行
が
か
な
り
多
く
、

不
規
則
勤
務
者
が
山
に
行
く
機
会
が

多
い
。
そ
の
た
め
か
、
最
近
で
は
不
規

則
勤
務
の
新
入
会
員
が
多
い
よ
う
な

印
象
が
あ
る
。
山
岳
会
の
会
員
に
と
っ

て
、
一
緒
に
山
に
行
く
仲
間
を
見
つ

け
や
す
い
環
境
と
い
う
の
は
非
常
に

重
要
な
も
の
だ
。
ま
た
、
活
動
的
で

技
術
も
確
か
な
年
金
世
代
が
新
入
会

員
の
面
倒
を
し
っ
か
り
見
て
く
れ
る

と
い
う
の
は
、「
勤
労
者
」
と
し
て
は

非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
高
み
を
目
指
す
会
員
も

　

会
の
山
行
の
多
く
を
占
め
る
の
は
、

　
中
央
労
山
と
は

  

中
央
労
山
は
１
９
７
５
年
の
創
立
か

ら
今
年
で
４５
年
、
道
央
地
区
で
最
も
歴

史
の
あ
る
会
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
の

会
員
数
は
約
１
７
０
人
で
、
規
模
は
北

海
道
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
だ
。
漢
字
だ
け

で
横
文
字
が
一
切
入
ら
な
い
堅
苦
し
い

名
前
の
会
な
が
ら
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
入
会
者
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
毎
年
２０
名
前
後
の
新
入
会
員

を
迎
え
て
い
る
。

　
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

こ
れ
だ
け
人
数
が
多
い
と
、
と
に
か

く
山
行
数
が
多
い
。
数
年
前
ま
で
は
年

に
１
０
０
０
件
程
度
だ
っ
た
は
ず
な
の

に
、
毎
年
の
よ
う
に
増
加
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
期
間

が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
１
９
０
０
件

以
上
／
年
と
過
去
最
多
を
記
録
し
て
い

る
。
泊
ま
り
山
行
が
減
り
日
帰
り
中
心

と
な
っ
た
た
め
件
数
が
増
え
て
い
る
と

労山をつなぐネットワーク

20

札幌のマンモス山岳会

「中央労山」のいま
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無
雪
期
は
日
帰
り
の
沢
や
小
樽
赤
岩

（
ア
ル
パ
イ
ン
の
ゲ
レ
ン
デ
）
で
、
積

雪
期
は
日
帰
り
の
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
山
行
が
人
気
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

日
高
の
難
易
度
の
高
い
沢
に
泊
ま
り

で
挑
む
会
員
や
、
厳
冬
期
の
ア
ル
パ

イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
ア
イ
ス
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
挑
む
会
員
も
い
る
。

　

私
個
人
が
会
の
中
で
最
も
光
っ
て

い
る
と
思
う
活
動
の
一
つ
は
、「
登
攀

企
画
部
」
が
こ
こ
数
年
行
っ
て
い
る

利
尻
山
の
企
画
だ
。
昔
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
が
良
い
時
期
で
あ
っ
た

が
、
い
ま
は
温
暖
化
の
た
め
か
４
月
の

方
が
雪
が
安
定
し
て
お
り
、
週
末
を

絡
め
て
３
～
５
日
間
程
度
の
企
画
が

計
画
さ
れ
る
。
利
尻
山
の
計
画
は
昔

か
ら
出
て
い
る
が
、
最
近
は
冬
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
山
行
も
含
め
、
非
常
に

精
力
的
に
活
動
し
て
い
て
、
と
て
も

眩ま
ぶ

し
い
。
目
標
と
な
る
ル
ー
ト
を
定

め
て
し
っ
か
り
準
備
し
て
い
く
姿
は
、

古
き
良
き
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
る

山
屋
の
姿
勢
か
な
、
と
思
う
（
な
お
、

そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
名
物
会

員
の
ひ
と
り
Ｉ
氏
で
あ
る
が
、
ち
ゃ
っ

か
り
会
員
の
中
か
ら
生
涯
の
伴は

ん

侶り
ょ

を

見
つ
け
出
し
、
山
で
も
里
で
も
順
風

満
帆
の
よ
う
で
あ
る
）。

　
こ
れ
か
ら
の
展
望

　

私
は
約
２０
年
、
中
央
労
山
に
在
籍

し
て
い
る
。
私
よ
り
だ
い
ぶ
年
上
の

会
員
は
驚
く
ほ
ど
元
気
に
活
動
し
て

い
る
が
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
山
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
く
人
が
い
る
の
は
、

仕
方
が
無
い
こ
と
と
は
言
え
寂
し
さ

を
覚
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
新
し
い

会
員
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
会
の
運
営

を
担
う
メ
ン
バ
ー
は
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
き
て
お
り
、
新
し
い
中
央
労

山
を
作
っ
て
い
る
。
新
し
い
登
山
技

術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
の
運
営
方
法
の

改
善
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
（
近

日
中
に
新
し
い
ペ
ー
ジ
に
移
行
予
定
）

な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
良
い
意
味

で
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
会
の
存
続
を
目
的
に
活
動
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
の

時
代
に
合
っ
た
形
で
中
央
労
山
が
長

く
続
け
ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
藪
崎
哲
史
／
札
幌
中
央
勤
労
者
山
岳
会
会
長
）

会員同士の結婚
式は盛大に！

楓沢利尻山西壁リッジ
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　 参考タイム　　交通　　問い合わせ　　地形図時 交 問 地

龍門の滝龍門岳頂上の社

　

龍
門
岳
（
９
０
４
ｍ
）
は
、
桜
で

有
名
な
奈
良
県
吉
野
町
に
あ
る
山
で
、

吉
野
川
と
奈
良
盆
地
の
間
を
区
切
る

龍
門
山
地
の
最
高
峰
で
あ
る
。
龍
門

岳
の
北
の
大
峠
か
ら
音
羽
山
・
経
ヶ

塚
山
・
熊
ヶ
岳
か
ら
な
る
音
羽
三
山

が
続
い
て
い
る
。
今
回
は
、
南
側
の

吉
野
町
側
か
ら
登
り
大
峠
を
下
り
桜

井
市
側
の
談
山
神
社
近
く
の
不
動
滝

バ
ス
停
へ
下
る
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

　

入
山
は
、
大
和
上
市
駅
か
ら
タ
ク

シ
ー
で
、
登
山
口
の
山
口
神
社
ま
で

向
か
う
。
駅
前
に
タ
ク
シ
ー
が
必
ず

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
事
前
に
予
約

し
た
方
が
良
い
。
１５
分
程
で
神
社
に

つ
く
。
神
社
の
拝
殿
に
向
か
っ
て
左

側
の
道
が
龍
門
岳
へ
の
道
で
あ
る
。

初
め
は
人
家
が
あ
る
道
を
通
り
、
谷

筋
の
道
を
通
る
。
登
り
始
め
て
３０
分

程
度
で
、
龍
門
寺
跡
、
龍
門
の
滝
と

な
る
。
奈
良
時
代
の
寺
跡
は
、
今
は

何
も
残
っ
て
い
な
い
。
龍
門
の
滝
は

二
段
の
滝
で
、
涼
を
呼
ぶ
。
更
に
沢

沿
い
の
道
を
左
、
右
に
渡
り
な
が
ら

進
む
と
、
頂
上
へ
続
く
尾
根
に
取
り

付
く
。
植
林
の
中
を
登
り
詰
め
、
西

側
の
西
谷
か
ら
の
登
山
道
と
合
流
し
、

更
に
登
る
と
頂
上
に
着
く
。
頂
上
は

展
望
が
無
く
、
古
い
社
が
あ
る
。
社

の
回
り
は
空
き
地
で
あ
り
、
こ
こ
で

昼
食
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

下
り
は
、
北
側
の
尾
根
を
下
る
。

す
ぐ
に
尾
根
が
分
か
れ
る
が
、
北
西

方
面
の
尾
根
を
進
む
。
送
電
線
の
下

を
通
る
辺
り
は
草
原
状
に
な
っ
て
い

る
。
尾
根
沿
い
に
進
む
。
一
カ
所
尾

根
の
西
側
を
巻
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
西
へ
続
く
尾
根
に
入
り
込
ま
な

い
よ
う
に
す
る
。
三
津
峠
を
越
え
、

尾
根
に
沿
っ
て
進
み
、
左
に
回
り
込

む
と
大
峠
に
出
る
。
そ
の
ま
ま
尾
根

沿
い
に
進
め
ば
、
音
羽
三
山
方
面
と

な
る
。
今
回
は
、
大
峠
か
ら
不
動
滝

方
面
へ
下
る
。
舗
装
し
て
あ
る
が
滑

り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
だ
。
不

動
滝
バ
ス
停
か
ら
桜
井
駅
方

面
へ
帰
る
が
、
時
間
が
あ
れ

ば
、
大
化
の
改
新
で
有
名
な

談
山
神
社
を
参
拝
し
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。
こ
こ
が
帰
路
の

バ
ス
停
だ
。

龍
りゅう

門
も ん

岳
だ け

奈　良

宇多上皇や菅原道真も参詣した
歴史ある山
吉野川の北側の
龍門山地の最高峰
奈良勤労者山岳会

水田哲生

交

時

問
地

山口神社＞ 30 分＞龍門の滝＞ 90 分＞龍門岳山頂＞
90 分＞大峠＞ 60 分＞不動滝バス停
桜井駅には 1 時間に 1 本程度のバスがある。
吉野町役場 0746-32-3081
新子・古市場・畝傍山

龍門の滝

山口神社

龍門岳

三津峠

大峠

音羽山方面

不動滝
バス停
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ブナとカラマツ
石井光造

　

秋
の
森
で
色
の
変
化
が
お
も
し
ろ
い
の

は
、
ブ
ナ
と
カ
ラ
マ
ツ
で
あ
る
。
ブ
ナ
は

黄
緑
・
黄
・
橙
・
赤
・
赤
茶
・
茶
と
紅
葉

が
変
化
す
る
。
始
ま
り
の
黄
色
は
一
瞬
で

貴
重
な
気
が
す
る
（
右
写
真
）。

　

カ
ラ
マ
ツ
も
緑
か
ら
黄
色
、
赤
・
赤
茶

と
変
化
す
る
。
と
く
に
黄
色
は
一
瞬
で
、

落
葉
は
カ
ラ
マ
ツ
の
雨
と
い
わ
れ
る
く
ら

い
美
し
い
。
ブ
ナ
が
自
然
林
な
の
に
対
し

て
、
カ
ラ
マ
ツ
は
人
工
林
が
多
く
、
戦
後

の
植
林
地
と
し
て
は
長
野
や
北
海
道
が
広

い
面
積
を
占
め
て
い
る
そ
う
だ
。
私
が
カ

ラ
マ
ツ
の
紅
葉
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
赤
茶

色
に
染
め
ら
れ
た
佐
久
の
山
々
、
そ
れ
と

浅
間
山
の
カ
ラ
マ
ツ
林
（
中
写
真
）
で
、

北
原
白
秋
の
「
か
ら
ま
つ
の
林
を
過
ぎ
て
、

か
ら
ま
つ
を
し
み
じ
み
と
見
き
、
か
ら
ま

つ
は
さ
び
し
か
り
け
り
」
の
詩
は
、
浅
間

山
山
麓
の
森
林
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　

針
葉
樹
の
な
か
で
落
葉
す
る
の
で
、
落

葉
松
と
書
い
て
カ
ラ
マ
ツ
と
読
ま
せ
る
。

北
海
道
で
落ら
く
よ
う葉
は
、
ハ
ナ
イ
グ
チ
と
い
う

キ
ノ
コ
の
こ
と
で
あ
る
（
左
写
真
）。　

長

野
で
は
ジ
ゴ
ボ
ウ
と
か
カ
ラ
マ
ツ
タ
ケ
と

い
わ
れ
る
。

vol.93

渓谷を描こう
①橋の上から描くときは、
渓谷が見えなくなるとこ
ろを３分の１～半分くら
いに収めるといいです。

②渓谷の石の下を水平にし
ながら描くと、遠近感が
でます。石の下は暗くし
ましょう。

場所：群馬大間々渡良瀬渓谷
         赤城遠方

３分の１
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今
や
又
た
い
へ
ん
な
事
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
時
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
や
や
落
ち
着
き
、

都
道
府
県
間
の
移
動
も
Ｏ
Ｋ
と
な
っ

た
６
月
末
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
北

海
道
の
増
毛
山
地
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。

　

前
々
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
雨う

竜り
ゅ
う

沼
湿
原
に
行
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で

す
。
こ
の
湿
原
は
北
海
道
で
は
最
大

級
の
山
岳
湿
原
で
高
山
植
物
の
花
々

が
時
期
に
よ
っ
て
次
々
と
咲
く
と
の

こ
と
。
一
度
は
訪
れ
て
み
た
か
っ
た

秘
境
な
の
で
す
。

　

で
、
雨
竜
沼
湿
原
山
行
の
前
日
、

つ
ま
り
羽
田
か
ら
北
海
道
入
り
し
た

初
日
に
、
ど
こ
か
軽
く
歩
け
る
山
は

な
い
も
の
か
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
調

べ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
山
地
に
あ
る
黄こ

金が
ね

山や
ま（
７
３
９
ｍ
）を
見
つ
け
ま
し
た
。

低
山
だ
し
標
高
差
５
５
０
ｍ
、
登
り

１
時
間
４０
分
、
下
り
１
時
間
。
新
道

は
急
な
尾
根
登
り
で
も
安
全
な
コ
ー

ス
と
の
こ
と
。「
こ
り
ゃ
手
軽
に
楽
し

め
そ
う
！
」
と
考
え
ま
し
た
。

　

着
い
た
登
山
口
の
駐
車
場
は
そ
こ

そ
こ
広
く
、
休
憩
舎
も
ト
イ
レ
も
き

れ
い
で
す
。
足
元
に
ブ
ユ
が
多
い
の

が
少
し
気
に
な
り
ま
し
た
け
ど
。

　

歩
き
始
め
は
緩
や
か
な
森
林
歩
き

で
し
た
が
、
中
腹
か
ら
道
が
急
に
な

り
、
そ
の
上
前
日
が
雨
だ
っ
た
の
か

泥
や
岩
が
濡
れ
て
て
、
ス
リ
ッ
プ
し

易
い
し
、
暑
い
の
な
ん
の
で
汗
も
ダ

ラ
ダ
ラ
で
す
。や
っ
と
山
頂
か
と
思
っ

た
岩
場
は
山
頂
手
前
の
ピ
ー
ク
で
、

そ
こ
か
ら
の
稜
線
は
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ

状
な
の
に
、
今
ま
で
ロ
ー
プ
だ
ら
け

だ
っ
た
の
が
一
番
ヤ
バ
イ
こ
こ
に
は

ロ
ー
プ
が
な
～
い
！
！

　

時
間
も
た
っ
ぷ
り
オ
ー
バ
ー
し
、

滝
川
市
の
宿
に
着
い
た
の
は
暗
く

な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
低
山
を
あ
な

ど
っ
て
は
い
け
な
い
代
表
格
の
山

だ
っ
た
ん
で
す
。
更
に
靴
の
中
に
ま

で
ブ
ユ
が
入
り
込
み
、
５
カ
所
も
食

わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
…
…
か
ゆ
～

い
。」

　

あ
、
そ
う
そ
う
今
回
も
山
道
具
の

話
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
号
御
紹
介
す
る
の
は
シ
ー
ト
ゥ
サ

ミ
ッ
ト
社
の
高
性
能
な
超
軽
量
デ
イ

パ
ッ
ク
で
す
。
今
回
の
山
は
け
っ
し

て
軽
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
旅

館
や
山
小
屋
に
荷
物
を
置
い
て
近
く

の
山
の
登
頂
と
か
ホ
テ
ル
か
ら
少
々

散
策
に
…
な
ん
て
時
に
便
利
な
の
が

軽
量
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
に
耐
荷
重

が
高
く
、
そ
こ
そ
こ
背
負
い
ご
こ
ち

も
良
い
の
が
コ
レ
ら
の
デ
イ
パ
ッ
ク

で
す
。

　

小
さ
く
収
納
せ
ず
と
も
、
や
や
大

き
め
の
ス
タ
ッ
フ
バ
ッ
グ
と
し
て
使

用
し
た
り
、
温
泉
グ
ッ
ズ
セ
ッ
ト
入

れ
に
し
て
も
良
い
し
、
飛
行
機
に
持

ち
込
む
み
や
げ
入
れ
や
、
近
年
は
や

り
の
エ
コ
バ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
と
、

色
々
な
使
い
道
が
あ
り
ま
す
よ
。

超軽量デイパック

225

元カモシカスポーツ本店店長

あこがれの湿原に行ってきました。前日の
予想外だったたいへんな登山で、この日南
暑寒岳（写真奥の山）への登頂は中止し、
湿原でのんびり過ごしました。
※入山可能日は 6 月中旬～ 10 月中旬まで。
また入山口にて協力金 500 円を支払う。

雨竜沼湿原

去年新発売。たった 30g で写真のように超
コンパクトに収納が可能なデイパック。容
量は 18 ℓで耐荷重はなんと 20 ㎏も。カラー
は 6 色、￥3,500。

これは 5、6 年前の長野での写真。軽い登山
では最低限の装備が入れられる、超コンパ
クトなデイパックは役に立つものだ。2008
年の発売時にこれほど完成度の高い超軽量
デイパックはなく注目された。2、3 年前に
モデルチェンジした現在の製品は、カラー 5
色、容量 20 ℓ、重量 72 ｇ、￥3,000。

シートゥサミット社・
ウルトラシル　ナノデイパック

同社・ウルトラシル　デイパックと私
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